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　8月2日、3日の両日、白石市客化体育活動センター（キューブ）で塁OOP
FESTA’97が開催されました。初日は3ポイントシュー、卜大会やフリースローコンテスト
などが行われ、市内外から集まった中学生や高校生が参加し仲間のシュートの度に大きな声考

援をおくっていました。また、午後からは30N3コンテストが行われ、学生の舌一ム以外
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一

あ
り
ま
し
た
。

　
京
か
ら
赴
任
す
る
役
人
や
、
京
へ
税
を
収
め
に
行
っ
た
り
、
防
人
と

し
て
任
地
に
赴
く
兵
士
達
、
ま
た
、
奥
州
藤
原
氏
を
制
圧
に
向
か
う
鎌

倉
の
軍
勢
も
通
っ
た
こ
の
道
こ
そ
が
幻
の
街
道
「
東
街
道
」
で
す
。

　
東
街
道
が
白
石
市
域
の
ど
こ
を
通
っ
て
い
た
の
か
は
、
古
く
か

ら
論
議
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
様
々
な
私
案
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
正
確
な
と
こ
ろ
は
解
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
文
化
財
保
護
委
員
長
の
中
橋
彰
吾
先
生
に
ご
同
行
い
た

だ
き
、
そ
の
一
端
を
覗
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　東

街
道
と
い
う
名
称
が
い
つ
頃
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
の
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
律
令
時
代
に
都
か
ら
陸
奥
国
府
多
賀
城
へ
の
道
は
、
海
道
（
浜
通
り
）
と
山
道

（
中
通
り
）
の
一
一
道
が
あ
り
ま
し
た
。
養
老
三
年
（
七
一
九
）
に
海
道
の
通
る
石
城
国

（
い
わ
ぎ
の
く
に
）
に
十
か
所
の
駅
家
（
え
き
か
）
が
設
け
ら
れ
官
道
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
山
道
が
整
備
さ
れ
、
弘
仁
二
年
（
八
二
）
に
海
道
十
駅
が
廃
止
さ
れ
、
白

河
（
福
島
県
）
か
ら
厨
川
（
く
り
や
が
わ
）
（
岩
手
県
）
ま
で
の
間
に
駅
家
が
設
置
さ

れ
、
東
山
道
と
呼
ぱ
れ
る
官
道
と
な
っ
た
の
で
す
。

　刈田

郡
は
養
老
五
年
（
七
二
一
）
に
柴
田
郡
か
ら
分
郡
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
時
期
東

山
道
と
出
羽
国
を
結
ぶ
街
道
の
整
備
と
、
柴
田
郡
南
部
（
現
刈
田
郡
）
の
交
通
上
の
難

▲白石市文化財保護委員会
　委員長　中橋　彰吾さん

所
の
解
消
が
、
刈
田
郡
設
置
の
理
由
の
一
つ
と
し

て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
白
石
市
域
を
通
る
古
代
の
官
道
が
、
い
つ
の
頃

か
ら
か
東
街
道
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。
現
在
で
は
そ
の
道
筋
を
正
確
に
た
ど
る
こ

と
は
不
可
能
で
す
が
、
地
名
や
伝
承
、
遺
跡
な
ど

を
手
が
か
り
に
点
と
点
を
結
び
道
筋
を
思
い
描
く

こ
と
は
可
能
で
す
。

．珂捧

聯

⑳の東街道を求めて

⑳
東
街
道
を
つ
な
ぐ
点
と
線

「
東
街
道
は
、
現
在
の
国
道
四
号
よ
り
も
山
側
、
お
よ
そ
標
高
二

百
メ
ー
ト
ル
の
ラ
イ
ン
を
走
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は

当
時
の
集
落
が
高
地
に
あ
り
、
東
街
道
は
そ
の
集
落
間
を
つ
な
い

で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。
」

　
忘
れ
ら
れ
た
古
街
道
を
探
る
に
は
、
切
れ
ぎ
れ
に
残
っ
て
い
る

古
道
や
伝
承
、
地
名
な
ど
を
手
が
か
り
に
、
そ
れ
ら
を
結
び
あ
わ

せ
る
と
明
ら
か
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
越
河
・
斎

川
・
大
平
地
域
に
つ
い
て
、
地
元
の
文
化
財
に
詳
し
い
方
に
案
内

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
中
橋
先
生
に
仮
説
を
組
み
立
て
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

暴　　　　　　ζ拠蹟

佐藤　潤氏私案

出典：刈田郡誌

　伊達駅（桑折）一篤借駅（中目）一無影池（中目）一片葉葦（白

石南端）一銚子ヶ森（白石東端）一郡山（阿弥陀堂・十王堂）一広

瀬川（白石川）を渡る一長袋一八宮一深谷（神合）一宮

風間観静氏私案

　出典：白石市史

　伊達駅（国見）一大仏前一山居一諏訪台一鍛冶内一中郷良一見

明一乙森一台北一斎川（原屋敷）一小萱一御所館一源田山一休宮一

地蔵院館一日下一方光坊一用明一中ノ目一赤館山一毘沙門堂一幕ノ

内一御所之内一北六角一南六角一八幡坂一兀山一蔵本薬師堂一長袋

神明社一深谷御所内一湯ノロー六角一阿弥陀堂一鳥越一宮

⑳
越
河
の
線

　
越
河
で
は
山
居
の
川
口
　
力
さ
ん
に
案
内
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
白
石
市
域
の
東
街
道
は
、
信
達
平
野
か
ら
峠
を
登
り
切
っ
た

「
下
紐
の
関
」
（
古
名
・
伊
達
の
関
）
付
近
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
地
は
古
く
か
ら
歌
枕
と
し
て
詠
ま
れ
た
古
跡
で
、
近
く
の

巨
石
「
石
大
仏
」
や
「
亀
井
清
水
」
も
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る

古
跡
で
す
。

　
街
道
は
大
仏
前
か
ら
山
居
・
山
頭
前
・
山
道
・
諏
訪
台
・
治
源

寺
へ
の
ル
ー
ト
を
た
ど
り
、
こ
の
付
近
か
ら
上
台
ま
で
の
道
筋
は

明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
街
道
は
さ
ら
に
、
小
野
作
・
峠
沢
・
堀
切
・
中
村
・
清
水
・
鶴

巻
に
い
た
り
ま
す
。
こ
の
ル
ー
ト
は
古
道
の
面
影
を
よ
く
と
ど
め

て
お
り
、
清
水
に
は
鎌
倉
時
代
の
伝
承
を
持
つ
「
熊
谷
の
椿
」
の

古
跡
な
ど
も
あ
っ
て
貴
重
な
道
筋
で
し
た
。

　
ル
ー
ト
は
さ
ら
に
台
畑
・
中
町
を
経
て
斎
川
地
区
に
い
た
り
ま

す
。　

一
方
、
風
間
私
案
で
は
、
諏
訪
台
か
ら
鍛
冶
内
・
中
郷
良
・
見

明
・
乙
森
・
と
低
地
を
通
る
ル
ー
ト
を
示
し
て
い
ま
す
。

▼越河地区を案内していただいた川口　力さんと
　熊谷の椿について説明していただいた横山　琢
　さん
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●
下
紐
の
関
　
古
名
で
は
伊
達
の
関
と
も
呼
ば
れ
、
年
代
は
明
ら

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
説
に
は
坂
上
田
村
麻
呂
が
関
の
創
設

者
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
安
時
代
に
は
歌
枕
と
し
て
詠
み
こ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

●
亀
井
の
清
水
　
自
然
石
に
囲
ま
れ
た
泉
で
鉄
道
開
通
に
よ
り
水

が
枯
れ
廃
井
と
な
り
ま
し
た
。

　
昔
、
源
義
経
の
東
下
り
の
際
、
亀
井
六
郎
兄
弟
が
こ
の
地
に
来

た
と
き
、
兄
は
平
泉
へ
、
弟
は
故
郷
へ
帰
る
た
め
、
こ
の
清
水
の

水
で
別
れ
の
杯
を
交
わ
し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
以
来
こ

こ
を
亀
井
の
清
水
と
伝
え
て
い
ま
す
。
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
川

口
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
昭
和
、
一
6
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
清
水
は
古

山
邸
の
前
に
泉
が
あ
り
、
明
治
に
枯
れ
た
同
じ
古
山
邸
の
奥
の
泉

の
代
わ
り
に
こ
れ
を
亀
井
の
清
水
と
呼
ん
で
、
遠
足
の
と
き
な
ど

に
そ
こ
で
喉
を
潤
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
現
在
で
は
わ
ず
か
に

石
積
み
の
跡
が
残
る
だ
け
で
す
。

●
熊
谷
の
椿

　
現
在
の
越
河
清
水
地
区
に
あ
っ
た
。
後
鳥
羽
院
の
時
代
、
熊
谷

直
実
が
こ
の
地
に
庵
を
開
き
、
庭
に
四
十
八
本
の
椿
を
植
え
た
と

伝
亭
へ
里
人
は
熊
谷
の
椿
と
呼
ん
で
い
た
が
、
今
は
枯
れ
て
な
い
。

　
熊
谷
の
椿
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
て
る
清
水
地
区
に
住
む
横
山

琢
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
一
．

「
椿
そ
の
も
の
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
無
か
っ
た
か
ら
、
も
う
か

な
り
前
に
枯
れ
て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
熊
谷
次
郎
の

従
者
が
こ
こ
で
死
ん
だ
と
い
う
伝
承
が
あ
っ
て
、
昔
こ
の
家
の
筋

向
か
い
の
畑
を
掘
り
起
こ
し
て
い
た
と
き
に
、
大
き
な
石
が
あ
っ

て
そ
の
下
を
掘
っ
て
み
た
ら
、
鐙
一
式
が
で
て
き
た
こ
と
が
あ
っ

た
ん
で
す
。
」



⑳
斎
川
の
線

　
斎
川
は
文
化
財
保
護
委
員
の
高
橋
辰
男
さ
ん
に
案
内
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
越
河
中
町
か
ら
の
ル
ー
ト
は
、
中
屋
敷
前
・
峠
森
屋
敷
・
山
神

前
・
上
ノ
原
屋
敷
へ
と
続
き
ま
す
が
、
現
在
は
山
神
前
か
ら
の
道

筋
が
付
け
替
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
橋
辰
男
さ
ん
の
話
で
は
「
私

が
子
供
の
頃
、
山
神
前
か
ら
諏
訪
神
社
ま
で
の
問
に
学
校
の
畑
が

あ
っ
て
、
そ
の
中
を
通
る
古
い
道
が
あ
っ
た
。
」
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
道
筋
は
今
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
諏
訪
神
社
の
境
内
に
は
古
碑
が
数
多
く
造
立
さ
れ
て
お
り
、
巨

木
の
切
り
株
は
歴
史
の
古
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
街
道
は
さ
ら
に
上
ノ
原
屋
敷
か
ら
大
義
寺
裏
手
の
上
ノ
南
に
い

た
り
ま
す
。

　
こ
の
地
域
に
は
頼
朝
の
奥
州
攻
め
の
伝
承
を
持
つ
古
跡
「
鎌
倉

壇
」
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
ル
ー
ト
は
再
び
途
切
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
高
橋
さ
ん
は
「
現
在
は
砂
防
ダ
ム
な
ど
で
廃
道
と

な
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
道
が
あ
っ
た
。
」
と
、
真
名
板
倉
へ

の
道
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
ル
ー
ト
は
さ
ら
に
保
科
・
宮
内
敷
・

日
下
・
用
命
・
深
沢
へ
と
続
き
ま
す
。

　
一
方
、
風
間
ル
ー
ト
は
、
原
屋
敷
・
小
萱
・
御
所
内
・
源
田

山
・
休
の
宮
・
地
蔵
院
・
日
下
・
方
光
坊
・
用
命
の
ラ
イ
ン
で
、

今
回
の
ル
ー
ト
で
は
日
下
で
交
差
し
て
か
ら
用
命
で
合
流
し
ま
す
。

▼斎川の諏訪神社周辺の道も古街道の
　面影を強く残す地域の一っ
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●
鎌
倉
壇
　
鎌
倉
幕
府
の
奥
州
藤
原
氏
討
伐
の
際
、
束
街
道
沿
い

を
小
競
り
合
い
を
繰
り
返
し
な
が
ら
進
軍
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、

そ
の
戦
闘
で
死
ん
だ
鎌
倉
幕
府
の
軍
勢
を
ま
と
め
て
葬
っ
た
と
の

伝
承
で
あ
る
。
斎
川
の
大
義
寺
の
裏
手
に
人
工
的
な
石
垣
積
み
が

あ
り
、
地
元
で
は
昔
か
ら
こ
こ
が
鎌
倉
壇
と
し
て
語
り
継
が
れ
て

い
た
と
い
う
。
高
橋
辰
男
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
「
昔
、
こ
の
付
近

に
住
ん
で
い
た
人
が
鎌
倉
壇
に
埋
ま
っ
て
い
る
い
わ
れ
る
黄
金
千

杯
漆
千
杯
を
掘
り
起
こ
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
顔
に
し
み
が
で
き

て
、
夜
ご
と
甲
冑
を
着
た
武
士
の
夢
を
見
た
そ
う
で
、
気
味
が
悪

く
な
っ
て
掘
り
起
こ
す
の
を
や
め
た
と
こ
ろ
、
顔
の
し
み
は
見
る

見
る
元
に
戻
り
、
武
士
の
で
る
夢
も
見
な
く
な
っ
た
と
い
う
話
を
、

祖
父
と
そ
の
友
人
が
こ
た
つ
で
よ
く
話
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い

る
。
」
と
の
こ
と
で
す
。

●
馬
牛
沼
　
　
『
封
内
風
土
記
』
や
『
封
内
名
跡
志
』
に
よ
る
と
、

奥
州
の
蝦
夷
征
伐
に
き
た
田
村
麻
呂
の
乗
馬
が
誤
っ
て
落
ち
て
死

ん
だ
の
で
、
馬
入
沼
と
名
付
け
た
と
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
沼
の
中
に
は
沼
の
主
の
怪
獣
が
棲
ん
で
お
り
、
湖
上
に

浮
か
ん
で
遊
ん
で
い
る
が
、
形
が
馬
首
牛
身
で
あ
る
の
で
馬
牛
沼

と
名
付
け
た
。
あ
る
い
は
湖
上
の
中
州
が
馬
に
似
て
い
る
の
で
馬

形
沼
と
名
付
け
た
と
も
い
い
、
バ
ニ
ュ
ウ
、
バ
ギ
ユ
ウ
、
バ
ギ
ョ

ウ
と
3
種
類
に
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
高
橋
さ
ん
に
よ

る
と
、
近
く
の
馬
牛
館
の
お
濠
に
牛
馬
を
使
っ
て
毎
日
水
を
運
ん

で
い
た
た
め
に
馬
牛
沼
と
い
う
名
が
付
い
た
と
い
う
老
人
も
い
る

そ
う
で
、
そ
の
名
の
起
源
は
定
か
で
は
な
い
。
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⑳
大
平
の
線

　
大
平
地
区
は
高
橋
昭
義
さ
ん
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
用
命
か
ら
銭
坂
堤
を
経
て
大
平
へ
の
道
は
古
道
の
雰
囲
気
を
色

濃
く
残
し
て
い
ま
す
が
、
複
雑
に
屈
折
し
て
お
り
、
後
世
に
整
備

さ
れ
た
道
と
感
じ
ま
す
。
大
平
地
域
は
区
画
整
理
や
道
路
の
拡

張
・
整
備
、
東
北
自
動
車
道
な
ど
に
よ
っ
て
、
古
道
は
寸
断
さ
れ

て
お
り
、
古
地
名
の
幕
ノ
内
・
御
所
之
内
へ
の
ル
ー
ト
は
不
明
で

し
た
。
御
所
之
内
か
ら
は
北
六
角
・
内
田
前
・
上
神
明
前
・
寺

前
・
滝
下
へ
の
道
が
続
き
ま
す
。
別
ル
ー
ト
に
北
六
角
か
ら
分
か

れ
南
六
角
・
不
澄
ヶ
池
（
無
影
池
）
・
権
現
山
か
ら
旧
白
石
市
内

へ
の
道
も
あ
り
ま
す
。

　
風
間
ル
ー
ト
は
、
用
命
か
ら
上
久
保
・
赤
館
山
・
毘
沙
門
堂
・

幕
ノ
内
・
御
所
之
内
・
北
六
角
・
南
六
角
・
八
幡
坂
・
禿
山
の
ラ

イ
ン
を
東
街
道
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

⑳の東街道を求めて

㊧
㊥
◎
㊥

●
幕
之
内
、
古
御
所
内
　
前
九
年
の
役
の
際
、
源
頼
義
、
義
家
親

子
の
陣
は
鉢
森
山
に
構
え
た
が
、
冬
に
な
る
と
麓
の
村
に
下
が
り
、

父
頼
義
は
御
所
内
へ
、
義
家
は
幕
之
内
へ
陣
を
は
っ
た
と
言
い
伝

え
ら
れ
、
こ
の
御
所
内
は
今
の
古
御
所
内
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
『
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
御
所
内
は
文
治
の
役
の

際
に
源
頼
朝
が
陣
を
敷
き
、
藤
原
国
衡
を
攻
め
た
と
こ
ろ
と
記
述

さ
れ
て
い
る
。

●
赤
木
屋
敷
　
赤
木
屋
敷
は
も
と
『
赤
毛
屋
敷
』
と
い
わ
れ
、
義

家
の
赤
毛
の
馬
を
埋
め
た
と
こ
ろ
が
こ
の
屋
敷
の
西
南
の
方
に
林

の
中
に
あ
っ
た
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
。
昔
、
こ
こ
を
掘
っ
た
と

こ
ろ
、
赤
っ
ぽ
い
土
器
の
か
め
の
中
に
灰
が
入
っ
て
い
た
も
の
が

出
土
し
、
相
馬
の
人
が
馬
の
薬
に
す
る
と
言
っ
て
持
っ
て
い
っ
た

と
い
う
D

●
六
角
　
白
石
地
方
は
五
か
所
に
六
角
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
が
こ
の
地
で
あ
る
。

　
六
角
の
木
柱
の
面
に
伏
勝
地
蔵
尊
・
禅
林
地
蔵
尊
・
無
二
地
蔵

尊
・
諦
龍
地
蔵
尊
・
伏
恩
地
蔵
尊
・
護
讃
地
蔵
尊
と
墨
書
き
し
て

い
る
。

　
六
角
の
地
名
は
街
道
の
分
岐
と
な
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
古
老
に

よ
る
と
、
古
道
の
あ
る
と
こ
ろ
に
道
供
養
と
し
て
碑
を
建
て
る
と

こ
ろ
が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

▼大平地区を案内していただいた高橋昭義さん
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⑳
福
岡
の
線

　
福
岡
蔵
本
・
長
袋
・
深
谷
地
域
は
古
く
か
ら
農
耕
地
と
し
て
開

拓
さ
れ
て
お
り
、
古
街
道
の
道
筋
は
た
ど
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
地
域
に
点
在
す
る
古
代
信
仰
の
跡
地
や
遺
跡
を
た
ど
る
と
、

滝
下
・
薬
師
堂
・
鍛
冶
屋
敷
・
上
ノ
神
明
・
田
子
屋
敷
・
堂
田
・

青
木
・
御
所
内
・
六
角
・
植
田
・
鳥
越
・
宮
の
ル
ー
ト
で
す
。
し

か
し
こ
こ
に
東
街
道
の
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
風
間
ル
ー
ト
で
は
蔵
本
薬
師
堂
・
長
袋
神
明
社
・
御
所
内
・
湯

ノ
ロ
・
六
角
・
阿
弥
陀
堂
・
家
老
内
・
鳥
越
・
宮
と
な
り
ま
す
。

㊨
⑱
◎
㊥

●
薬
師
堂
　
慈
覚
大
師
の
伝
承
を
持
つ
古
寺
で
、
慶
長
十
年
（
一

六
〇
五
）
再
興
と
伝
え
て
い
る
。

●
菅
生
田
長
者
と
お
が
る
石
　
昔
、
信
州
の
諏
訪
大
社
に
参
詣
し

た
百
姓
に
不
思
議
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
草
履
に
小
石
が
は
さ
ま

り
、
い
く
ら
捨
て
て
も
、
ま
た
草
履
に
は
さ
ま
る
。
百
姓
は
こ
の

小
石
を
我
が
家
に
持
ち
帰
り
、
神
棚
に
供
え
拝
ん
で
い
た
が
、
こ

の
石
が
日
ご
と
に
大
き
く
な
り
、
裏
山
に
安
置
し
諏
訪
明
神
の
ご

神
体
と
し
て
堂
宇
を
建
て
た
。

　
こ
の
と
き
か
ら
百
姓
に
幸
運
が
授
か
り
、
石
の
成
長
と
同
じ
よ

う
に
身
代
も
大
き
く
な
り
、
旭
長
者
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
伝
え
る
。
お
が
る
石
と
い
う
の
は
成
長
す
る
石
と
い
う
意
味
で
、

現
在
高
さ
約
ニ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
石
で
あ
る
。

●
堂
田
遺
跡
　
八
ツ
宮
区
の
水
田
地
帯
の
中
に
あ
っ
て
、
直
径
一

メ
ー
ト
ル
前
後
の
自
然
石
の
礎
石
が
五
列
、
六
行
に
並
ん
で
い
る
。

発
掘
調
査
の
結
果
、
礎
石
の
問
尺
や
配
置
か
ら
、
平
安
時
代
の
仏

堂
風
の
建
物
で
、
古
代
信
仰
の
中
心
的
施
設
の
一
つ
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

●
長
袋
の
神
明
社
　
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
坂
上
田
村
麻
呂
に
よ

っ
て
造
営
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
上
の
神
明
は
元
禄
年
中
、
松
前

安
弘
に
よ
る
創
建
と
い
う
。

●
白
鳥
神
社
　
創
建
年
代
は
不
明
だ
が
、
古
く
か
ら
深
谷
に
鎮
座

し
、
蔵
王
権
現
と
称
し
て
い
た
。
明
治
初
期
に
白
鳥
神
社
と
改
め

る
。



⑳の東街道を求めて

⑳
も
う
一
つ
の
東
街
道

　
　
　
　
　
旧
町
内
を
通
る
道

　
今
ま
で
書
い
て
き
た
ル
ー
ト
で
は
い
わ
ゆ
る
集
落
（
旧
白
石
町

内
）
を
通
る
道
路
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
刈
田
郡
誌
で

は
無
影
池
（
大
平
）
1
片
葉
葦
（
妙
見
寺
囲
）
ー
銚
子
ヶ
森
（
白

石
）
1
観
音
崎
－
弥
陀
内
－
十
王
堂
－
広
瀬
川
（
現
在
の
白
石
川
）

1
長
袋
－
深
谷
－
宮
と
い
う
、
大
平
か
ら
旧
町
内
を
通
っ
て
福
岡

長
袋
－
深
谷
と
い
う
ル
ー
ト
が
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
謎
に

つ
い
て
中
橋
さ
ん
に
お
伺
い
し
て
み
ま
し
た
。

「
こ
の
旧
町
内
を
通
る
ル
ー
ト
は
、
東
街
道
か
ら
集
落
へ
の
↓
支

道
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
刈
田
郡
設
置
の
目
的
の
一
つ
に
、
信
夫
群

（
福
島
県
）
と
柴
田
郡
を
結
ぶ
幹
線
路
の
整
備
が
含
ま
れ
て
お
り
、

刈
田
郡
成
立
以
前
に
東
山
道
の
原
型
は
す
で
に
で
き
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
最
近
の
調
査
で
大
畑
遺
跡
に
郡
衛
に
伴
う
倉
庫
院
が
確
認
さ

れ
、
ま
た
、
大
畑
遺
跡
周
辺
に
は
、
観
音
崎
、
五
昇
路
、
弥
陀
内
、

十
王
堂
な
ど
平
安
時
代
末
期
頃
か
ら
の
信
仰
に
深
く
関
わ
っ
た
地

名
が
残
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
こ
の
地
域
が
刈
田
郡
衛
を
含
む
古

代
集
落
地
域
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

ト
は
、
こ
う
し
た
古
代
集
落
を
巡
っ
て
お
り
、

本
道
か
ら
分
か
れ
た
支
道
を
示
す
も
の
で
し
ょ
う
．
．
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▲平安末期の十王信仰のシンボル
　だった十王堂

幻

顛
賜

そ
し
て
蔵
王
町
へ

　市内をと

お
る
東
街
道
は
こ
こ
で
終
わ
り
、
蔵
王
町
宮
の
白
鳥

神
社
へ
と
向
か
い
、
私
た
ち
の
東
街
道
を
巡
る
旅
も
こ
こ
で
終
わ

り
ま
す
。

「
東
街
道
は
、
ま
さ
し
く
幻
の
街
道
で
す
。
こ
こ
に
掲
載
し
た
の

も
あ
く
ま
で
も
数
あ
る
仮
説
の
一
つ
で
す
。
地
域
に
住
む
み
な
さ

ん
の
中
で
、
古
い
道
を
知
っ
て
い
る
、
古
い
地
図
に
東
街
道
の
記

述
が
あ
る
、
あ
る
い
は
こ
こ
に
こ
ん
な
伝
説
が
あ
る
ん
だ
と
い
う

こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
手
が
か
り
に
、
も
っ
と
詳
細
に
ル
ー
ト

を
た
ど
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
」

　今回、

中
橋
先
生
と
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
行
程
の
中
で
、

当
時
の
面
影
を
残
す
の
は
ほ
ん
の
数
か
所
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
以
外
は
ど
こ
か
の
地
中
に
埋
も
れ
た
ま
ま
密
か
に
眠
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
も
し
か
し
た
ら
あ
な
た
の
家
の
庭
や
床
の
下

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
も
、
こ
の
旅
の
途
中
、
当
時
の
面
影
を
残
す
越
河
の
熊

谷
へ
と
向
か
う
道
の
途
中
で
、
の
ぞ
い
た
白
石
盆
地
に
、
葦
の
生

い
茂
る
湿
地
が
見
え
た
の
は
、
旅
人
の
残
し
た
思
い
が
見
せ
た
幻

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
道
は
時
問
と
空
間
を
超
え
て
続
き
ま
す
、
ど
こ
ま
で
も

　
0

く掴蚕

献

㊧
㊨
㊧
⑯
⑤
㊥

●
十
王
堂
　
十
王
と
は
冥
土
に
い
る
十
入
の
王
で
、
人
が
死
ん
で

か
ら
初
七
日
、
百
か
日
を
経
て
三
回
忌
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
死
者

の
霊
裁
判
を
行
い
地
獄
か
極
楽
か
、
来
世
で
生
ま
れ
る
立
場
を
決

め
る
と
い
う
。
十
王
信
仰
は
中
世
に
盛
ん
で
あ
っ
た
。

●
弥
陀
内
　
阿
弥
陀
仏
堂
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
つ
い
た
。

●
五
昇
路
　
も
と
は
後
生
道
と
書
き
、
葬
列
の
通
る
と
こ
ろ
の
意

味
が
あ
る
。
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最
初
に
昭
和
二
十
三
年
、
ア
イ
オ
ン

わ
れ
た
金
森
三
郎
（
の
ち
一
関
市
民
生

の
「
恐
怖
の
生
還
」
の
一
部
を
抜

粋
し
て
紹
介
し
よ
う
。

『
九
月
十
六
日
、
夕
刻
七
時
過
ぎ

と
思
う
。
磐
井
川
堤
防
す
れ
す
れ

ま
で
の
水
が
溢
れ
ん
ば
か
り
で
あ

っ
た
。
転
げ
る
よ
う
に
飛
ん
で
帰

り
、
「
水
が
来
る
ぞ
。
み
ん
な
二

階
へ
上
が
れ
」
と
叫
ぶ
。
家
族
全

員
、
八
人
が
上
が
っ
た
途
端
、
も

の
す
ご
い
音
が
水
と
一
緒
に
迫
っ

て
き
た
。
家
は
動
き
出
し
た
。
闇

の
中
を
ぐ
ん
ぐ
ん
と
押
し
流
さ
れ

る
。
家
と
家
と
が
次
々
と
ぶ
つ
か

り
「
助
け
て
く
れ
、
助
け
て
く
れ
」

と
前
に
も
後
に
も
聞
こ
え
る
。
座

敷
は
遂
に
壊
れ
、
別
な
材
木
に
乗

り
移
っ
た
。
「
ど
う
せ
死
ぬ
な
ら

一
緒
に
行
こ
う
、
離
れ
る
ん
で
は

な
い
。
」
と
祖
母
は
叫
ぶ
。
木
材
が
足
ヒ

頭
を
打
ち
、
背
中
を
殴
る
。
皆
血
だ
ら
肝 に

当
た
り

け
と
な
り

　
し
か
し
、
我
々
の
先
人
曝

か
ら
立
ち
上
が
っ
た
の
で
あ

■働巽のまち■

台
風
に
襲

部
長
）
著

柑
乗
っ
た
流
木
の
固
ま

馬
。
そ
の
時
、
祖
母
は

帯
を
解
き
、
ず
っ
と

抱
い
て
い
た
隣
の
子

を
背
負
っ
た
。
こ
の

時
、
強
い
波
が
襲
い

あ
っ
と
い
う
間
に
二

人
を
の
み
込
ん
だ
。

す
ぐ
近
く
で
男
の
子

が
泣
き
叫
ん
で
い

る
。
荒
れ
狂
う
激
流

は
こ
の
男
の
子
を
本

流
に
さ
ら
っ
て
い
っ

た
。
流
さ
れ
な
が
ら

「
お
と
う
ち
ゃ
ん
、

さ
よ
う
な
ら
」
と
叫

ん
で
い
っ
た
。
』

　
そ
の
前
年
、
同
じ

一
関
を
カ
ス
リ
ン
台

風
が
襲
っ
た
。

そ
の
「
働
巽
の
ま
ち
」

る
。
東
北
地
方
で
最

血
は
痛
み
を
増
す
。
我
々
が

り
が
突
然
崩
れ
か
け
て
き
た

初
に
行
わ
れ
た
北
上
川
総
合
開
発
事
業
が
そ
れ
で

あ
る
。
北
上
川
の
各
支
流
に
多
目
的
ダ
ム
を
建
設

し
、
ま
た
一
関
遊
水
地
を
つ
く
り
、
洪
水
調
整
機

能
を
充
実
さ
せ
つ
つ
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
最
近
、
大
変
な
誤
解
が
生
ま
れ
て
い

る
。
平
成
六
年
、
増
田
川
上
流
樽
水
ダ
ム
周
辺
に

何
百
年
に
一
度
と
い
う
集
中
豪
雨
が
襲
っ
た
。
ダ

ム
は
支
え
き
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
そ
の
水
を
支
え
た

が
、
そ
れ
以
上
で
は
ダ
ム
自
身
が
決
壊
し
て
し
ま

う
。
万
や
む
を
得
ず
、
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
の
水
を

流
し
た
た
め
に
、
下
流
の
増
田
川
及
び
岩
沼
市
の

五
間
掘
川
周
辺
が
大
水
害
に
襲
わ
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
ダ
ム
は
洪
水
対
策
に
は
全
く
役
に
立

た
な
い
。
む
し
ろ
放
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
洪
水

を
引
き
起
こ
す
と
い
っ
た
よ
う
な
間
違
っ
た
考
え

方
を
唱
え
る
人
が
出
て
き
た
。
こ
れ
は
と
ん
で
も

な
い
話
で
あ
る
。

　
ダ
ム
の
上
流
部
に
雨
が
降
る
と
ダ
ム
は
ど
ん
ど

ん
と
水
を
溜
め
て
い
く
。
そ
し
て
下
流
に
被
害
を

及
ぼ
さ
な
い
程
度
の
水
を
放
流
し
て
治
水
機
能
を

果
た
す
の
で
あ
る
。

　
七
ヶ
宿
ダ
ム
の
洪
水
調
節
効
果
を
ご
紹
介
し
よ

年　いム分　の　失い十的四大　ら米四十う
のあ。空なた共私しな三に十橋もれ’十一。

た
か
も
本
年
は
カ
ス
リ
ン
台
風
襲
来
五
十
周

記
念
の
年
で
あ
る
。

平
成
五
年
八
月
二
十
七
、
二
十
八
日
の
台
風

号
の
際
、
ダ
ム
の
最
大
流
入
量
は
毎
秒
五
百

立
米
、
ダ
ム
の
放
水
量
は
毎
秒
二
百
五
十
立

ダ
ム
に
は
毎
秒
二
百
九
十
立
米
の
水
が
蓄
え

た
。し

七
ヶ
宿
ダ
ム
が
な
か
っ
た
と
し
て
、
白
石

地
点
で
予
想
さ
れ
る
水
位
丁
・
P
（
海
抜
）

七
．
六
一
m
、
ダ
ム
が
あ
っ
た
た
め
に
現
実

は
T
・
P
四
十
六
．
九
八
m
、
つ
ま
り
、
六

㎝
低
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ダ
ム
が
出
来
て

か
っ
た
な
ら
ば
白
石
川
緑
地
公
園
は
全
て
流

て
し
ま
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

は
翌
平
成
六
年
に
こ
れ
を
事
例
発
表
し
多
く

感
を
得
た
。

だ
今
後
は
、
治
水
利
水
機
能
だ
け
で
な
く
十

環
境
整
備
を
し
つ
つ
自
然
と
共
存
で
き
る
ダ

問
を
つ
く
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

みなさんからの素敵な

情報を待ってます！

ブロンズ彫刻がまたひとり

、《

懸
先日、白石市文化体育活動センタ

ー「キューブ」の竣工記念にと、株

式会社七十七銀行（勝股康行頭取）

から中村晋也氏作のブロンズ像「子

守歌」（高さ36cm）1体が寄付され

ました。

このブロンズ像は、キューブ2階

ティールームヘのスロープ上り口に

設置されていますので、キューブに

お立ち寄りの際は是非ごらんください。

薬物乱用をなくそう

全世界で深刻な社会問題になって

いる薬物乱用問題に歯止めをかけよ

うと、国連が行う　「国連麻薬乱用撲

滅の10年」を支援するため、市内の

高校生等80名が「ヤング街頭キャン

ペーン」と称し、市内8ケ所で「国

際協力で薬物乱用をなくしましょ

う。」を合言葉に、薬物乱用防止の

啓発用パネルの展示、リーフレット

やチラシ配付、街頭募金活動を行い

ました。この募金は開発途上国等で

薬物乱用防止運動に従事している民

問団体（NGO〉の活動資金として
利用されます。

まちかど・ズーム1ハ〃

川遊びをしながら自然との触れ合いを

趨
－
、
拶
威

凱
闘
喚
藤

麺
騨
融
、
高
、
’

　7月27日、好天のもと、恒例の
「めだかの学校」が、今年も白石川

緑地公園一帯で行われ、二千人を越

える親子連れなどでにぎわいました 、

　「めだかの学校」は、夏休みを利

用して地元の川に親しんでもらおう

と、市民の有志らが白石川漁協など

の協力を得て開いているもので、今

年で3回目になります。

せき止められた浅瀬に放流された

ニジマスを手づかみするコーナーで

は、ヌルヌルしたニジマスを前に悪

塾貧黙、・藍期
§毒騨・一

麟藍監・．
笏勃灘・
戦苦闘する親子の姿が見うけられま

したが、自分の捕ったニジマスを炭

火で焼いて食べる時は、おいしそう

にパクパクと食べていました。子ど

もたちは、色を塗った石を見つけて

商品をもらう　「親子宝探し」、タイ

ヤのチューブを使った「冒険川下

り」、竹を使った「水鉄砲工作」な

どに挑戦し、普段なかなか体験する

ことができない川遊びに歓声を上げ

ていました。

無人駅をぎれいに

地域の交通拠点となっている無人

駅をきれいにしようと、「福岡地区

高校生親の会（武田広善会長）」の

深谷支部と高校生が、8月3日、J　R

東白石駅周辺を清掃奉仕しました。

この清掃奉仕は昨年から行ってお

り今回が2回目で、高校生と親たち

が約60人参加して、駅舎内の窓を拭

いたり、草刈り機などを使って駅舎

周辺の雑草を刈り取ったり、空き缶

やゴミを収拾したりと、！時問半ほ

ど親と子がふれあいながら清掃をし

ていました。

　　　　　ノ才　－　　　＆、奮

　
　
　
漕

親子でつくる素朴な七夕

　欝
毎
、乏　．』・rrl

〉丁

　菱、灘

　霞ぐ

片倉家中武家屋敷旧小関家で8月

7日、七夕まつりが開かれ、大勢の

親子連れが昔ながらの素朴な七夕飾

りをつくり、10日まで屋敷内に展示

されました。

これは市教育委員会が旧暦ごとの

行事を再現する一環として行われた

もので、参加者は巾着、提灯、天の

川などを色紙を切って完成させ、短

冊に願い事を書いて竹に飾りました。

また、七夕飾り開催にあわせて、

白石市絵本を楽しむ会（鈴木智恵子

会長）がつくった手づくりの絵本9

冊も展示されました。

めんこいこけしづくりに挑戦！！

夏休み恒例のこけし絵付けコンク

ールカ§、8月3日、夢示治良Bこけし村

で行われ、市内小学生ら22人が、そ

れぞれのユニークな発想で18Cmの白

木のこけしに模様をつけていまし

た。白石市長賞には半沢綾乃さん

（第一小4年）、白石市文化体育振興

財団理事長賞には岡崎愛美さん（第

一小5年）が選ばれました。

　　　　　　　　　（
　
ヤ
ろ

　
　
7

　
　
　
臨

　
　
　
　
」

置「、

鰺

　　．猟　　　　　　　　『
　　　　　　　　』　　　　　　　　1　　　　　　　　　P、　　。邑　　　　　　　　　

」

また、こけし村の芝生広場では

「第3回白石市長杯ベーゴマ大会」

も開催され、大人の部は佐藤千春さ

ん（ソニー白石）、小人の部は佐久間

弘慶君（越河小6年）が優勝しました。

1ゴ脇ソ
　　・デ

不伐の森に樹木板を設置

8月6日、川原子ダム周辺にある

白石市不伐の森に樹木板を設置し、

より親しみやすい森林にしようと、

小原みどりの少年団（団長：小原小

6年、小室雄輝君）25名が樹木名等

を表示した30本の樹木板を遊歩道沿

いに設置しました。樹木板を設置し

た後は、蔵王連峰の雄大な風景を望

みながら、昼食を食べていました。

白石市不伐の森は、すぐれた自然

環境を市民の永久財産として、将来

の世代へ継承するために平成8年4

月に設置されています。



市
民
文
芸

　
法
天
俳
包
一
勾
短
歌
言
．
郷
饗
蟹
内
蟻
霞
露
合
所
氏
名
・
轟

募
方
す
る
薯
註
っ
き
暑
き
、
義
『
署
内
李
町
一
⊥
、
市
役
所
秘
藤
報
課
へ
．

応
短
歌
、
俳
勾
川
柳
の
併
記
は
不
可
．
毎
据
日
蟹
切
り
．

高
橋
辰
男
選

花
終
え
し
さ
つ
き
の
整
枝
も
老
妻
ま
か
せ
い
つ
し
か

樹
形
は
妻
型
と
な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
日
下
　
三
雄

畦
草
に
ま
む
し
潜
む
と
悲
．
鳴
あ
ぐ
エ
プ
ロ
ン
赤
き
隣

家
の
嫁
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

何
の
音
の
ぞ
き
て
見
れ
ば
子
猫
奴
が
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム

に
首
か
し
げ
居
り
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
カ
シ
ワ

合
歓
咲
き
て
雨
に
洗
わ
れ
し
葉
の
上
に
産
毛
の
よ
う

な
花
が
覆
え
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

漸
く
に
色
づ
き
初
め
し
ミ
ニ
ト
マ
ト
楽
し
み
今
日
も

孫
と
見
に
行
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

山
あ
い
の
み
ど
り
濃
き
中
マ
タ
・
ビ
の
臼
き
葉
群
の

き
わ
だ
ち
て
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

　
　
　
　
　
　
　
つ
つ
カ

移
り
住
み
て
早
や
十
四
年
蒜
な
く
孫
を
守
り
し
て
土

に
親
し
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
槻
　
正
兄

つ
ば
め
来
て
つ
ば
め
の
話
題
多
く
な
り
夫
と
二
人
の

く
ら
し
和
め
り
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

な
ぐ
さ
め
て
な
ぐ
さ
め
ら
れ
て
老
姉
妹
熱
き
紅
茶
に

心
ほ
ぐ
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
良
子

若
竹
は
親
竹
凌
ぎ
真
直
立
ち
戦
ぎ
揺
れ
お
り
城
の
下

辺
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん

覇
一
首
目
、
整
枝
す
る
人
の
性
格
や
考
え
方
で

き
ま
る
庭
木
の
型
。
機
微
を
と
ら
え
た
「
妻
型
」
に

作
者
の
心
情
が
こ
も
る
。
二
種
目
、
こ
れ
は
一
つ
の

事
件
だ
が
「
エ
プ
ロ
ン
赤
き
」
で
若
い
嫁
ご
の
印
象

が
鮮
明
に
な
っ
た
。
三
首
目
、
可
愛
い
子
猫
が
、
初

め
て
の
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
を
不
思
議
が
っ
て
い
る
。

遠
藤
秋
尾
選

夏
草
に
句
碑
の
そ
れ
ぞ
れ
偲
び
け
り

梅
雨
霧
の
山
嚢
ご
と
に
立
ち
昇
る

鈴
木
民
子

日
下
　

文

働
け
る
今
が
幸
福
汗
を
拭
く

遊
歩
道
下
り
つ
つ
あ
り
草
の
笛

こ
れ
よ
り
の
供
華
は
狭
庭
の
七
変
化

透
き
と
ほ
る
梅
雨
夕
焼
の
美
し
く

暦
で
は
小
暑
と
は
伝
へ
極
暑
な
る

籐
寝
椅
子
古
く
も
使
ひ
馴
れ
て
好
き

朝
も
や
の
中
に
草
刈
る
老
独
り

梅
雨
晴
や
お
城
の
鮭
の
反
り
極
む

川三岩佐熊八高
村浦沢藤谷島橋

静愛伍周敏葉正
恵嶺峯子子子雄

高
子
た
ち
ば
な

闘
　
句
目
、
夏
草
の
句
で
有
名
な
「
夏
草
や
兵

ど
も
が
夢
の
跡
」
を
想
い
出
す
。
白
石
城
の
近
辺
に

も
句
碑
が
い
く
つ
も
あ
る
。
時
代
も
違
う
そ
れ
ぞ
れ

の
句
碑
を
偲
ぶ
作
者
で
あ
る
。
二
句
目
、
梅
雨
霧
が

山
ひ
だ
ご
と
に
今
立
ち
昇
っ
て
来
る
。
や
が
て
山
全

体
が
見
へ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
三
句
目
、
平
凡
な

様
な
句
で
あ
る
が
俳
句
は
こ
れ
で
良
い
と
思
う
。
健

康
が
何
に
よ
り
も
幸
せ
な
の
で
あ
る
。
流
れ
る
汗
を

拭
き
な
が
ら
働
け
る
幸
福
を
一
句
に
。
．

近
江
孫
太
郎
選

一
粒
の
米
も
拾
っ
て
生
き
て
ま
す

安
心
を
買
っ
て
保
険
に
泣
か
さ
れ
る

先
頭
に
立
っ
て
冷
た
い
風
に
遭
う

十
九
の
夏
指
の
先
ま
で
炎
え
て
い
る

中
間
主
婦
心
身
共
に
病
ん
で
い
る

隣
家
の
目
力
ー
テ
ン
の
紐
引
か
せ
な
い

海
苔
パ
リ
パ
リ
潮
騒
の
詩
聴
こ
え
く
る

水
草
の
灯
影
に
狂
う
恋
蛍

人
生
の
万
歩
計
つ
け
今
日
も
行
く

ど
ん
な
服
着
て
も
ぴ
っ
た
り
す
る
若
さ

北
ち
づ
る

小
野
嘉
津
子

草
野
　

清

菊
池
不
忘

大
沼
妙
子

南
か
ほ
る

片
岡
鶴
子

芝
玄
太
郎

米
沢
礼
子

佐
藤
武
雄

灘
一
句
目
、
カ
ラ
ス
さ
え
肥
満
化
し
て
い
る

「
飽
食
の
時
代
」
。
だ
が
生
産
農
家
は
、
］
粒
の
米
た

り
と
も
粗
末
に
し
な
い
。
飽
食
の
世
相
ヘ
チ
ク
リ
と

↓
刺
し
し
た
川
柳
眼
は
鮮
か
、
秀
句
。
二
句
目
、

「
安
心
を
買
っ
た
保
険
」
と
は
言
い
得
て
妙
。
不
慮

の
事
態
の
精
神
的
肉
体
的
苦
痛
は
、
保
険
の
保
証
を

上
回
わ
る
。
上
五
と
下
五
の
対
比
性
を
と
り
入
れ
た

技
法
が
光
る
句
、
佳
句
。
三
句
目
、
行
動
力
・
実
践

力
に
勝
る
人
の
宿
命
的
課
題
で
あ
る
。
で
も
嘆
い
て

ば
か
り
い
て
は
だ
め
よ
、
佳
句
。

株式会社ビ．グポウ」レ●瀬＼㊥

ラウンドワン　　　　　　　　　　　　ヌ　と

　大宮　麻里さん（19歳）　　　＼』＼、

＼

　
　
　
　
　
　
　
　
の

仕
私
で
毎
楽
人
す
夢
夢
を
物
目
こ
白
こ

　
　
　
　
　
　
い
ま
ワ

り仕事について

　私の仕事は、お客様がボーリングゲームを楽し

んでいただけるよう、お手伝いをする仕事です。

　毎日いろいろなお客様と会える仕事なのでとて

も楽しいです。スタッフのみなさんもとても明る

い人たちばかりなので、毎日楽しく仕事をしてい

ワ夢や目標

　夢という夢はないのですが、いろいろな国に旅

行をしてみたいです。そして、いろいろな国の食

べ物を食べてみたいです。

　目標はいつも明るく、笑顔がステキな女性にな

ることです。

り白石市に望むこと

　これからもきれいな街であってほしい。

じズ

R◎UND1

藩’『　．、一

　　　　　棚
　　，撃
　　　、一　　　1　　　　－’、戸

ゼ
醸
艶

り理想のタイプ

　やさしくて一緒にいて楽しい人。

　一緒にいて安心できる人。

りその他一言どうぞ

　オープンしたばかりのラウンドワン白石店にぜ

ひおいでください。私のとびっきりの笑顔でお迎

えさせていただきます。

、

　社交ダンス木曜会は、平成7年に15

周年祝賀パーティーを盛大に開催しま

した。西暦2，000年には20周年を迎え

ることになります。会員は男子9名、女

子17名の計26名です。中央公民館を

会場として、毎週木曜日の午後7時か

ら2時間の練習をしています。

　木曜会の自慢は、会員の出席率が非

常によいことです。真夏日の時でも変

わりなく練習をしてよい汗を十分に流

してぎました。

　指導講師は、若手の森　健二氏です。

常に新鮮さがあり、新しい部分の指導

には、一人ひとりに手を取って真剣に

指導していただきます。徹底した個別

指導にもかかわらず年齢差もあって、

それほど上達はみられないようであり

ますが、また、それだけこ指導のやり

がいもあるのではとも思われます。

・
幽

〆

★

　　　　　影

　潤暴穫男
奪難ンス紳彫

“
ご

マ
免

鯛▼駆’遷
珪

』
．
騨

『　螂

樫us7RA“ハ95c

八一ストビル便り

F｝「omSゐ乙『k乙」ちゃん

．
、
適

へ
）

　みなさんこんにちは。今回の写真は何かおわかりで

すか？　交差点の真ん中に丸い円盤のような形をした

ものがありますが、オーストラリアではよく見られる

もので、ミラウンドアバウ【＼というものです。

　広大な土地を持つオーストラリアでは、信号機はも

ちろんあるのですが、その問隔が長く、郊外やあまり車

の通らないところでは、たとえ赤のライトで止まって

いたとしても、すれ違う車がないのでは無意味なので、

このラウンドアバウトがその役割を果しているのです。

　私も通学時にこの写真のところを渡るのですが、早

朝やタ方には車の通りがはげしく、信号機とは違って、

車の流れを止めてくれるものもないので、時々、ここを

渡るだけで5分くらいかかってしまうこともあるのです。

，，，，



市
役
所
へ
の
電
話
が
・

　
各
課
へ
直
接
か
け
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
か

　
八
月
四
日
か
ら
市
役
所
の
電
話
が
、

各
課
に
直
接
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
広
報
等
で
お
問
い
合
わ
せ
を
ご
ら
ん

の
際
は
、
担
当
課
の
電
話
番
号
に
お
か

け
い
た
だ
け
れ
ば
、
待
ち
時
問
を
短
縮

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

ら

い
。

　
な
お
、
従
来
の
代
表
電
話
番
号
（
二

五
－
二
一
一
一
）
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
新
し
い
電
話
番
号
表
は
八
月
皆
様
の

お
宅
に
広
報
と
一
緒
に
お
届
け
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

総務課・・…　一22－1331

財政課・・・・…　　22甲1332

秘書広報課9一一22－1333

工事検査室・9…　　22．1334

総務部F　A　X・…　　24－4861

教育委員会管理課・学校教育課

　　　　　　　　　　　22－1342

教育委員会杜会教育課22－1343

教育委員会FAX・・22．1345

監査委員事務局・一22．1344

議会事務局・・…　　22．1351

議会FAX・・…　　22－1352

保健課一』・…　22－1361

福祉事務所…　　一22．1400

福祉事務所（日赤）FAX26－2699

社会福祉協議会…　　22－1401

マルチメディアセンター（準備室〉

　　　　　　　　　　22－1500

市役所新電話番号（ダイヤルイン

く電話帳掲載部署／FAX〉

白石市役所（代表）・25－2111

会計課・・・・…　　22－1311

市民課・・・・…　　22－1312

市民課F　A　X一・・22－1317

税務課…　　一…　　22－B13

生活環境課・・一・22－1314

民生部FAX・・一22－1316

選挙管理委員会・一22－1315

商工観光課・・一9・22－1321

女性政策室・・一9・22－B22

国体対策室…　　一22．1323

振興課・一・…　　22－1324

都市計画課一一・22－1325

建設課・一・…　　22－1326

土木部FAX・…　　22－1328

下水道課一一・・22－1327

下水道課FAX…　　22－1329

　
国
民
年
金
「
趣
味
と

　
　
　
　
　
　
教
養
の
つ
ど
い
」

▼
日
　
時

　
一
回
目
　
十
月
十
五
日
㈱
～

　
　
　
　
　
十
六
日
㈲

　
二
回
目
　
十
月
十
六
日
内
～

　
　
　
　
　
十
七
日
㈹

▼
場
所
　
国
民
年
金
健
康
保
養
セ
ン

タ
ー
。
み
ち
の
く
路
“

　
志
田
郡
鹿
島
台
町
広
長
字
石
川
原
四

番
甲
六
－
五

　
岱
〇
二
二
九
（
五
六
）
五
五
一
一

▼
内
　
容
　
教
養
・
健
康
講
座
、
健

康
・
年
金
相
談
、
民
謡
、
カ
ラ
オ
ケ
、

社
交
ダ
ン
ス
の
各
教
室

▼
対
象
者
　
国
民
年
金
被
保
険
者
・
国

民
年
金
受
給
権
者
・
国
民
年
金
委
員

▼
募
集
人
員
　
各
回
七
十
五
名

▼
参
加
費
　
八
千
円

　
（
一
泊
二
食
付
、
交
通
費
除
く
）

▼
お
申
し
込
み
方
法

　
市
役
所
の
国
民
年
金
係
に
九
月
三
十

日
ま
で
に
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
申
込
み
多
数
の
場
合
に
は
、

抽
選
と
な
り
ま
す
の
で
ご
容
赦
く
だ
さ

い
Q

　
免
除
を
受
け
て
い
た
期
間
の
保
険
料
は
、

　
　
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ら
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た

期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
額
を
計
算
す

る
と
き
、
保
険
料
を
納
め
て
い
た
期
間

と
比
べ
て
年
金
額
が
三
分
の
一
に
な
っ

て
し
ま
い
、
将
来
の
年
金
額
が
少
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
た

と
き
に
は
、
将
来
の
年
金
額
を
よ
り
多

く
す
る
た
め
に
、
免
除
さ
れ
て
い
た
期

問
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
期
間
の
保
険
料
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が

で
き
る
の
は
、
過
去
十
年
以
内
で
す
。

追
納
額
は
、
当
時
の
額
に
一
定
率
で
加

算
さ
れ
た
額
に
な
り
ま
す
。

　
有
利
な
年
金
を
受
け
、
老
後
生
活
に

ゆ
と
り
が
持
て
る
よ
う
、
ぜ
ひ
追
納
し

ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
市
役
所
の
国
民
年
金
係

　
a
二
二
－
一
三
一
二
へ

　
ま
だ
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
を

　
　
　
済
ま
せ
て
い
な
い
方
へ
！

　
平
成
九
年
九
月
十
九
日
團
よ
り
九
月

三
十
日
σ
り
ま
で
、
各
地
区
の
集
会
所
・

公
民
館
等
及
び
健
康
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
国
民
健
康
保
険
証
の
更
新
手
続
き

が
行
わ
れ
ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
ま
だ
、

手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
な
い
方
の
た
め

に
、
同
会
場
に
お
い
て
、
免
除
申
請
の

相
談
受
け
付
け
も
行
い
ま
す
の
で
、
印

鑑
ご
持
参
の
う
え
、
是
非
お
出
で
く
だ

さ
い
。

　
　
投
票
所
の
変
更
に
つ
い
て

　
白
石
市
内
に
あ
り
ま
す
投
票
所
の
中

で
、
白
石
第
1
投
票
区
（
中
町
、
新
町
、

西
益
岡
、
中
益
岡
、
東
益
岡
、
寿
町
）

の
区
域
の
投
票
所
を
、
次
回
の
選
挙
か

ら
左
記
の
場
所
へ
変
更
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

・
変
更
前
投
票
所
　
白
石
市
民
会
館

・
変
更
後
投
票
所
　
白
石
市
役
所

　
　
　
　
　
　
　
　
一
階
ロ
ビ
ー

　
　
　
　
　
　
諏
か
ら
の
お
口
ら
せ

選
　
管
里

皆
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
　
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
障
害
者
手
当

　
障
害
児
福
祉
手
当
に
つ
い
て

母
子
家
庭
等
の
た
め
に
－

児
童
扶
養
手
当

　
こ
の
手
当
は
、
母
子
家
庭
等
の
生
活

の
安
定
と
自
立
の
促
進
を
通
じ
て
、
児

童
の
健
全
育
成
を
目
的
と
す
る
福
祉
制

度
で
す
。

★
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
出

来
る
方

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
十
八
歳

の
年
度
末
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
心

身
に
一
定
の
障
害
を
持
つ
児
童
は
二
十

歳
未
満
）
を
監
護
し
て
い
る
母
又
は
母

に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
あ
と
、
父
と
生
計

　
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児

　
童

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
父
か
ら
引
き
続
き
一
年
以
上
遺
棄
さ

　
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
一
年
以

　
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
父

　
か
ら
認
知
を
受
け
て
い
な
い
児
童

※
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
の
方
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
請
求
者
及
び
そ
の
扶
養
義
務
者
の
所

　
得
が
一
定
の
額
を
超
え
る
場
合

▽
公
的
年
金
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が

　
で
き
る
場
合

▽
昭
和
六
十
年
八
月
一
日
以
降
に
手
当

　
の
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
五
年

　を

経
過
し
て
も
認
定
請
求
し
な
か
っ

　
た
場
合

▽
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

　
い
る
場
合

▽
婚
姻
の
届
出
は
し
て
い
な
い
が
、
社

会
通
念
上
、
夫
と
認
め
ら
れ
る
男
性

か
ら
定
期
的
な
訪
問
や
経
済
的
な
援

助
を
受
け
て
い
る
場
合

★
手
当
月
額

　
・
一
人
の
と
き

　
　
全
額
支
給
　
四
一
、
三
九
〇
円

　
　
一
部
停
止
　
二
七
、
六
九
〇
円

　
・
二
人
の
と
き

　
　
　
五
千
円
加
算

　
二
二
人
目
以
降
の
と
き

　
　
三
千
円
加
算

障
害
児
を
養
育
し
て
い
る

　
　
　
方
の
た
め
に
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
こ
の
手
当
は
、
障
害
児
の
生
活
の
安

定
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
福
祉
の
増

進
を
図
る
福
祉
制
度
で
あ
り
ま
す
。

★
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
る
人

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
二
十
歳
未
満
の

児
童
の
父
母
、
又
は
そ
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
。
手
当
が
支
給
さ
れ
る
場

合
の
児
童
の
障
害
の
程
度
は
概
ね
次
の

と
お
り
で
す
。

①
療
育
手
帳
A
に
該
当
す
る
と
き

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
一
級
か
ら
三
級

　
と
四
級
の
一
部
に
該
当
す
る
と
き
。

　
た
だ
し
、
内
部
障
害
の
方
は
除
き
ま

　
す
。

③
療
育
手
帳
B
に
該
当
す
る
と
き
、
及

　
び
内
部
障
害
の
方
は
、
診
断
書
を
提

　
出
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
障
害
の
程

　
度
を
判
定
い
た
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
方
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

▽
請
求
者
及
び
そ
の
扶
養
義
務
者
の
所

　
得
が
一
定
の
額
を
超
え
る
場
合

▽
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

　
い
る
場
合

▽
児
童
が
障
害
を
事
由
と
し
て
公
的
年

　
金
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

　
場
合

★
手
当
月
額

　
一
級
一
人
五
〇
、
三
五
〇
円

　
二
級
一
人
　
三
三
、
五
三
〇
円

★
特
別
障
害
者
手
当

・
心
身
に
著
し
く
重
度
の
障
害
が
あ
る

た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別

の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
、

在
宅
で
二
十
歳
以
上
の
方
に
支
給
さ
れ

る
福
祉
制
度
で
す
。

・
手
当
額
　
月
額
　
二
六
、
二
三
〇
円

★
障
害
児
福
祉
手
当

・
心
身
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要

と
す
る
状
態
に
あ
る
、
在
宅
で
二
十
歳

未
満
の
方
に
支
給
さ
れ
る
福
祉
制
度
で

す
。・

手
当
額
　
月
額
　
一
四
、
二
七
〇
円

※
い
ず
れ
の
手
当
も
、
本
人
や
扶
養
義

務
者
の
所
得
が
一
定
の
額
を
超
え
る
場

合
は
、
支
給
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

★
手
続
ぎ
に
つ
い
て

　
手
続
き
に
必
要
な
書
類
等
は
、
福
祉

事
務
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

★
現
況
届
の
提
出

　
現
在
、
特
別
障
害
者
手
当
及
び
障
害

児
福
祉
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
毎
年
九
月
に
所
得
状
況
届
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

★
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
生
部
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　
暦
二
二
－
一
四
〇
〇

●
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
先

白
石
市
民
生
部
福
祉
事
務
所

　
社
会
福
祉
係

　
　
盈
二
二
－
一
四
〇
〇

宮
城
県
敬
老
祝
金
、

敬
老
記
念
品
の
贈
呈
に
つ
い
て

　
宮
城
県
で
は
本
年
七
月
一
日
ま
で
白

石
市
に
住
所
を
有
す
る
左
記
に
該
当
す

る
方
に
敬
老
祝
金
、
敬
老
記
念
品
を
贈

呈
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
か
ら
は
、
各
地
区
の
民
生
委
員

が
、
九
月
十
日
ご
ろ
か
ら
各
家
庭
を
訪

問
し
て
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

①
宮
城
県
敬
老
祝
金
　
　
三
千
円

・
満
八
十
五
歳
以
上
の
方
（
大
正
一
年

十
二
月
三
十
一
日
以
前
の
出
生
者
）

②
宮
城
県
敬
老
記
念
品

・
満
七
十
七
歳
（
大
正
九
年
一
月
一
日

か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
出

生
者
）

・
満
八
十
八
歳
（
明
治
四
十
二
年
一
月

一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の
出
生
者
）

・
満
九
十
九
歳
（
明
治
三
十
一
年
一
月

一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の
出
生
者
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
福
祉
事
務
所
総
務
係

　
盈
二
二
ー
一
四
〇
〇



ご
存
じ
で
す
か
？
乳
幼
児
（
社
会
保
険
分
）

　
　
　
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

重
度
心
身
障
害
者

医
療
保
険
制
度
、
老
人
保
険
制
度
が
改
正
に
な
り
、

国
部
負
担
金
が
変
わ
り
ま
す
。

　
乳
幼
児
（
社
会
保
険
分
）
、
重
度
心

身
障
害
者
、
母
子
・
父
子
家
庭
の
次
の

方
々
に
対
し
、
病
院
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
い
ず
れ
の
制
度
も
所
得
の
制

限
が
あ
り
ま
す
が
、
詳
し
く
は
市
福
祉

事
務
所
社
会
福
祉
係
（
盈
二
二
－
一
四

〇
〇
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
（
社
会
保

険
分
）

　
満
三
歳
（
入
院
診
療
に
か
ぎ
り
満
四

歳
）
の
誕
生
月
末
日
ま
で

◎
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

①
身
体
障
害
者
手
帳
「

↓
級
」
コ
一

級
」
及
び
「
内
部
障
害
の
三
級
」
を
お

持
ち
の
方

　
②
療
育
手
帳
「
A
」
を
お
持
ち
の
方

　
③
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
障
害
程
度

が
コ
級
」
に
該
当
す
る
方

　
④
職
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
療
育
手

帳
「
B
」
に
該
当
す
る
方

◎
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

　
母
子
又
は
父
子
家
庭
の
母
又
は
父

と
、
現
に
扶
養
し
て
い
る
子
ど
も
が
十

八
歳
の
年
度
末
ま
で

　
恕
翻
、
嗣
毯
量
銀
書
乳
竃
険
る

濾
々
腱
◎
恥
竃
憾
、
麗
翻
⑳
覇
鍵
窟

輝
愚
麗
冒
す
。

　
今
年
は
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
の

で
更
新
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

（
9
月
中
旬
、
対
象
と
な
る
家
庭
に
通

知
し
ま
す
。
）

◇
手
続
き
に
必
要
な
も
の
◇

①
印
鑑

②
現
在
使
用
し
て
い
る
受
給
者
証

③
健
康
保
険
証

④
預
金
通
帳

⑤
医
療
費
受
給
資
格
更
新
申
請
書

（
9
月
中
旬
、
対
象
と
な
る
家
庭
に
送

付
し
ま
す
。
）

日程と会場
実施場所

国民健康保険証の更新日程

及び会場に同じ

越河公民館

斎川公民館

市役所第2会議室（2F）

大平公民館

大鷹沢公民館

市役所第2会議室（2F）

国民健康保険証の更新日程

及び会場に同じ

市役所第2会議室（2F〕

白川公民館

犬卒都婆公会堂

小下倉集会所

市役所第2会議室（2F〕

福岡公民館

深谷公民館

市福祉事務所（1F〕

※各地区公民館等で更新の地区は、当日市役所での手続きはできません。

健制度が改正になり、9月1日より一部負担金が変わります〉
外来で薬剤を処方される際に、その日数、種類数により一定額を負担して

　　頓服薬（1調剤分）

※鎮痛剤など一時的に使用する

外用薬（1調剤分）

※湿布、目薬など

1種類10円

問時日月

三住、蔵王、不忘、

川原子地区
9月19日囲

9：30～11：30

13：00－15：00

9　：00－16：00

9月22日1月）

9：30～H：30

3：00～15：00

9　：00～16：00

9月24日（調

小原方面

9：00～16：00

9月25日（湘

9：30－11：30

13：00～14：00

14：30～15：00

9：00～16：00

9月26日絵）

9：30～ll：30

13　：00－14：30

9：00～16：00

9月29日（月〕

1種類50円、2種類100円、

3種類以上150円

く医療保険制度・老人保

◎医療保険制度の改正に伴い、
　いただくことになりました。

外来時薬剤の一部負担金

　　　　　内服薬（1日分）

6種類以上4～5種類2－3種類1種類

100円60円30円0円

※次の方は、外来時薬剤の一部負担金が免除になります。
　　6歳未満の方
　　住民税非課税世帯で老齢福祉年金を受給されている方（市の認定が必要）

◎老人保健でお医者さんにかかるときの一部負担金が、次のとおり変わります。

窓口で払う一部負担金

後正改改　正　前

1回　500円
同じ医療機関で1か月4回（最高2，000円）まで　※総合病院では診療科ごと

1日　1，000円

住民税非課税世帯で老齢福祉年金を受給されている方（市の認定が必要）

1日　500円

1か月　1，020円タト来

1日　　710円入院

※入院時の食事代は別途負担となります。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新
を
お
忘
れ
な
く

ナ
墨
ス
バ
ン
ク
移
動

　
相
談
会
の
開
催

　
現
在
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

は
、
本
年
九
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

　
九
月
十
九
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

の
間
に
、
現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険

者
証
の
更
新
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
指

定
の
期
日
に
、
指
定
の
場
所
で
更
新
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
各
地
区
公

民
館
等
で
更
新
の
地
区
は
、
当
日
、
健

康
セ
ン
タ
ー
で
の
更
新
手
続
き
は
出
来

ま
せ
ん
。
）

　
な
お
、
修
学
、
そ
の
他
特
別
の
事
由

に
よ
り
別
個
の
被
保
険
者
証
（
㊥

ま
た
は
　
㊥
の
表
示
を
し
て
あ
る
も

の
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
世
帯
の
方

は
、
前
も
っ
て
こ
れ
ら
⑫
　
の
被
保

険
者
証
と
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証

の
写
し
、
　
繍
U
の
被
保
険
者
証
を
お

手
元
に
取
り
寄
せ
て
お
き
、
当
日
、
更

新
の
手
続
き
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
準
備

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※
更
新
時
持
参
す
る
も
の

　
・
印
か
ん

　
・
現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
証

　
・
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
（
国
保
）

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
市
保
健
課

国
保
係
倣
二
二
－
二
二
六
一
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場会び及程日

自治地区名間時実施場所月日

住
王
忘
子

　
　
　
　
原

三
蔵
不
H

9：30～10：30

1：00～11130

3：00～13：30

4100～14：30

三住地区転作研修センター

蔵王自治会集会所

不忘研修センター

川原子ふれあいセンター

9月19日團

越河全地区

斎川全地区

南町・本町・長町・亘理町

田町・中町

9：30～11：30

13：00～15：00

9：00－11：30

13：00～15：30

越河公民館

斎川公民館

健康センター

9月22日（月）

大平全地区

大鷹沢全地区

短ケ町・新町・清水小路・寿町

西益岡・中益岡・東益岡

9：30～11：30

ヒ3：00～15：00

9：00～11：30

13：00～15：30

大平公民館

大鷹沢公民館

健康センター

9月24日（加

上戸沢

下戸沢・赤井畑・冷清水・大熊

東・塩倉・中北・新町・猿鼻

赤坂・湯元・明戸

小久保平

本郷1・2・4

本郷3

9：30－10：00

10：30～11：30

13：00－14：00

14：20－14：50

15　：10－15　：40

9：00～11：30

B100～15：30

所
所

会
会

集
集

沢
沢

圃
可

上
下
小原公民館

明戸集会所

小久保平集会所

健康センター

9月25日（木1

白川！・2・3・4・5区

白川6・7区
小下倉

柳町・旭町

寿山・鷹巣・緑が丘

9：30－11：30

E3：00－14：00

14：30～15：00

0
　
　
0

11
　
1
5

～
　
～

0
　
　
0

0
　
　
0

9
　
3

　
堂

　
会
所

館
公
会

民
婆
集

公
都
倉

川
卒
下

白
犬
小

健康センター

9月26日㈹

上原・下原・鎌先・山ノ下・沖
山根・八宮・芹沢・大網・弥治郎

西区上・西区下・南区・東区・北
区

滝上・岩ノ上・滝下・尾箆

上郡山・郡山

9：30－11：30

13：00～14：30

9：00－11：30

B：00－15：30

福岡公民館

深谷公民館

健康センター

9月29日（月）

指定の期日に手続きできなかった
方

9：00～15：30健康センター9月30日（火）

　
結
婚
や
子
育
て
の
た
め
看
護
職
を
離

れ
た
も
の
の
、
機
会
が
あ
れ
ば
も
う
一

度
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
の
た
め

に
、
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
職
先

の
紹
介
、
求
人
情
報
の
送
付
、
最
新
の

医
学
・
看
護
の
講
習
会
等
を
実
施
し

て
、
眠
っ
て
い
る
資
格
・
経
験
を
生
か

せ
る
よ
う
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
直
接
来
れ
な
い

方
の
た
め
に
、
仙
南
地
区
で
は
移
動
相

談
会
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
　
毎
週
第
一
、
第
三
金
曜
日

　
十
時
～
十
五
時

●
場
　
所

　
大
河
原
町
字
南
二
一
九
－
一

　
宮
城
県
仙
南
保
健
所
　
二
階
診
察
室

　
智
〇
二
二
四
－
五
三
ー
三
二
≡
一

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
仙
台
市
青
葉
区
八
幡
二
丁
目
】
O
I
一
九

　
宮
城
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
i

　
盈
〇
二
二
－
二
七
二
ー
八
五
七
三

碧
水
園
茶
会
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
初
め
て
の
方
も
ど
う
ぞ
！
お
茶
の
い

た
だ
き
方
の
指
導
も
い
た
し
ま
す
。

●
日
時
　
九
月
二
十
一
日
旧

　
　
　
　
十
時
～
十
五
時

●
お
茶
券
　
四
百
円

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
古
典
芸
能
伝
承
の
館
碧
水
園

　
　
　
　
a
二
五
－
七
九
四
九



猫
か
そ
5
遡
佛
・
爺
魔
農
勉

　
去
切
恕
農
勉
魁

　
　
　
禰
動
剥
刷
す
る
鷹
㊥
に
1

　
　
農
地
は
荒
ら
さ
ず
作
る
も
の

　
農
地
は
、
農
業
者
に
と
っ
て
貴
重
な

財
産
で
あ
る
と
と
も
に
、
農
業
生
産
の

基
盤
で
す
。
国
民
の
食
料
の
生
産
や
国

土
・
環
境
の
維
持
・
保
全
な
ど
、
大
変

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
何
ら
か
の
事
情
で
自
分
が
耕
作
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
は
、
放
置
せ
ず
に
、

耕
作
で
き
る
人
に
使
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
の
場
合
は
、
ま
ず
は

農
業
委
員
会
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

「
農
地
は
荒
ら
さ
ず
作
る
も
の
」
の
実

践
は
、
農
地
を
持
つ
者
の
務
め
で
す
。

農
地
の
遊
休
・
荒
廃
化
で
発
生
す
る
問
題

①
迷
惑
田
ん
ぼ
、
嫌
わ
れ
畑
の
発
生

⊥
年
以
上
放
っ
て
お
く
と
雑
草
が
生

い
茂
り
、
病
害
虫
発
生
の
巣
窟
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

・
点
在
す
る
遊
休
荒
廃
地
は
、
農
地
の

団
地
的
利
用
の
妨
げ
に
も
な
り
ま
す
。

②
山
問
の
棚
田
が
一
転
危
険
地
帯
に

・
山
問
の
棚
田
で
は
、
雨
水
を
保
持
す

る
機
能
が
低
下
し
て
土
砂
崩
れ
な
ど
を

招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

③
景
観
を
損
な
い
、
住
民
の
批
判
の
的

・
草
ぼ
う
ぼ
う
の
農
地
は
ゴ
ミ
捨
場
と

な
り
や
す
く
、
大
変
景
観
を
損
な
い
ま

す
。
住
民
の
農
業
に
対
す
る
批
判
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
。
農
地
を
農
地
と
し

て
し
っ
か
り
活
用
す
る
こ
と
が
国
民
合

意
の
農
業
を
進
め
る
上
で
の
基
本
で
す
。

罵
易
』
よ
5
理
遊
佛
圏
勉
飼
漿

　
－
穏
聖
防
止
薔
刷
動
瓢
繭
｝
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
庭
吻
臆
ー

①
気
軽
に
農
業
委
員
会
へ
相
談
を

・
荒
れ
て
し
ま
っ
た
農
地
を
抱
え
て
困

っ
て
い
る
方
、
今
後
、
高
齢
化
や
兼
業

化
で
農
地
の
荒
廃
化
が
心
配
の
方
は
、

ま
ず
は
、
農
業
委
員
会
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
農
家
相
談
は
毎
月
1
0
日
（
休
日
の
場

合
は
前
日
）
に
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
長
袋
字
陣
場
が
丘
1
2
1
B
）
に

て
開
催
し
て
い
ま
す
。

②
農
地
と
し
て
有
効
利
用
し
た
い
場
合

・
認
定
農
業
者
等
へ
の
農
地
の
利
用
集
積

　
農
業
委
員
会
を
通
じ
て
、
認
定
農
業

者
等
に
農
地
を
貸
し
た
り
、
売
っ
た
り

し
た
場
合
に
は
、
一
定
の
要
件
に
合
え

ば
、
小
作
料
の
前
払
い
、
譲
渡
所
得
の

特
別
控
除
（
八
○
○
万
円
ま
た
は
一
五

〇
〇
万
円
）
な
ど
の
優
遇
措
置
が
あ
り

ま
す
。

　
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
り

農
地
を
貸
し
た
場
合
は
、
貸
付
期
問
が

終
わ
れ
ば
確
実
に
農
地
が
返
っ
て
く
る

の
で
安
心
で
す
。

・
市
民
農
園
や
レ
ン
ゲ
畑
と
し
て
活
用

　
認
定
農
業
者
等
へ
の
利
用
集
積
が
む

ず
か
し
い
場
合
は
、
市
民
農
園
や
景

観
・
自
然
を
保
全
す
る
た
め
の
田
畑

（
例
え
ば
レ
ン
ゲ
畑
な
ど
）
と
し
て
の

活
用
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
こ
の
場
合
も
、

　
田

欺

濃

政

む
ず
誼
場
合
に
賃
峯
の
轟
は
驕
振
謡
縫
薯
鞍
廊

可
を
受
け
植
林
転
用
、
公
民
館
や
グ
⑳
さ
い
・

］
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
融
資
、
転

作
助
成
金
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
活
用
で

き
ま
す
。

③
農
地
以
外
に
利
用
し
た
い
場
合

　
ど
う
し
て
も
農
地
と
し
て
の
利
用
が

ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
盈
二
二
－
二
一
五
六
ま
で
。

　
　
農
地
法
第
八
十
四
条
の
規
定
に
よ
り

竃
平
成
九
年
八
月
一
日
現
在
の
小
作
地
の

喰
所
有
状
況
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
ご
覧

◎
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

に齢
i
内
農
業
委
目
ハ
会
霧
局

　
※
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
盈
二
二
－
一
二
五
六
ま
で
。
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　白石市は、市民総参画による　　生の声を聞こうとするものです。

市政の発展を図るため、平成9　　　この市政懇談会のトークの中

年度、市民の方々との対話を特　　　で市民の皆様の貴重なご意見・

に重視した市政懇談会「市民と　　　ご提言等を得て、これからの市

市長のふれあいトーク」をスタ　　政に反映させていこうとするも

一トしました。　　　　　　　　　のです。9月の市政懇談会は下

　これは事前の質問事項の集約　　　表のとおりですので、各地区の

をもとに、市長が先頭になって　　皆様の積極的な参加をお願いい

各地区を訪問し、市民の皆様の　　たします。

　市政に参画しよう「市民と市長のふれあいトーク」開催日程

開催場所

城南集会所

大平公民館

開催時間

午後7時

午後7時

開催月日

9月1日（月）

9月10日1湘

老人福祉センター

八宮生活センター

深谷公民館

午後2時

午後7時

午後7時

9月6日仕）

9月16日（火〕

9月26日（金

　　自治会名
1区、9区
2区、3－1区、3－2区、4区

5区、6区、7区、8区

滝上、岩ノ上、滝下、尾箆
上原、下原、鎌先

弥治郎、八宮、芹沢、大綱

西区上、西区下、南区、東区
北区

地区

大平

福岡

　市政懇談会は要望を受け付ける場所ではありません。市民の皆

様の生の声を聞く、意見交換の場所です。一その成果をこれか

らの市政に反映していこうとするものですので、ご理解ください。

市民の皆様へ
　　　　　　　　　ごみ収集日について（お知らせ）

◆容器包装リサイクル法が施行されました
　本年4月から、「容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律」（容器包装リサイクル法）が施行され、資源ごみ

の区分と出し方は、次のようになります。

◆資源ごみの分別が変更になりました（従来からの赤の指定袋をご利用ください）

　空き缶・プラスチック類と空きびん類に細分別して収集しています。

方し出

水洗いし、指定袋の口元を結んでください

　収集品目の例
飲料用・スプレー缶

ペットボトルなど

ガラス類

　　　（ふたを取り除く）

　　　種　類

空き缶とプラスチック類

類んびき空

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（すでに配布しています「ごみの区分と出し方」（保存版）を参照願いま ず

◆ごみの収集日（地区ごとに収集しています。曜日の見方は第何回目となります。）

不燃ごみ

第4／火

第4／月

第4／木

第4／金

第4／水

区分
資源・ビン類

第2、第5／火

第2、第5／月

第2、第5／木

第2、第5／金

第2、第5／水

　　　ご　　み
資源・缶プラ

第1、第3／火

第1、第3／月

第1、第3／木

第1、第3／金

第1、第3／水

可燃ごみ

火・金

月・木

月・木

月・木

火・金

　　　　地区（地域名）

A地区（越河、斎川、大平）

B地区（大鷹沢、白川、小下倉）

C地区（福岡、小原）

D地区（市街・東北本線東側）

E地区（市街・東北本線西側）

◆上記をあなたの地区にあてはめると平成9年9月の収集日は下記のようになります

　　み　ご　燃不

9／22

9／25

資源・ビン類

　9／9
　9／30

　9／8
　9／29

　9／ll

資源・缶プラ

　9／2
　9／16

　　　　可　　燃　　ご　　み

9／2、9／5、9／9、9／12

9／16、9／19、9／26、9／30

地区名

越河、斎川、大平

9／269／12

9／249／1G

9／1

9／4

9／18
9／5

9／19

9／3

9／17

9／1、　9／4、　9／8、　9／11、

9／18、　9／22、　9／25、　9／29

大鷹沢、白川、小下倉

福岡、小原

9／2、9／5、9／9、9／12

9／16、9／19、9／26、9／30

穐認轄灘

市街・東北本線西

　（白石市役所側

　　　（注意）鷹巣地区の資源及び不燃ごみは、月曜日となりました。

　　　　　　また、大鷹沢田中地区の資源及び不燃ごみは、金曜日となりました

◆お願　い
　L　ごみは収集日を守り、かならず収集日の朝に出してください。

　2．生ごみは、十分に水分を切ってから出してください。

　3．ペットボトルは燃やさないで、資源ごみとして出してください。

◆ごみは指定の集積所へ

　1．ごみはあなたが住んでいる自治会管理の集積所へ出してください。

　2．他の自治会管理の集積所への持ち込みはしないでください。

　　◎仙南リサイクルセンターでは、一般家庭の「不燃性粗大ごみ」を平日と毎月第3土曜日（8：30～11：30）に受付しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●⑲、市生活環境課　電話22－1314

廃
棄
物
不
法
投
棄
防
止

強
化
月
問
ス
タ
ー
ト

　
わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
や
事
業
活

動
か
ら
は
、
毎
日
大
量
の
ご
み
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
大
部
分
は
正

し
く
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
部
の

心
な
い
人
達
に
よ
っ
て
人
目
に
つ
か
な

い
山
林
や
川
な
ど
に
ご
み
が
捨
て
ら
れ

た
り
、
道
路
や
空
き
地
な
ど
に
空
き
缶

な
ど
が
ポ
イ
捨
て
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

は
、
わ
た
し
た
ち
の
白
石
市
の
美
し
い

自
然
や
快
適
な
生
活
環
境
を
損
な
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
市
と
県
で
は
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
呼
び
か
け

や
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
通
じ
て

不
法
投
棄
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま

す
。　

一
人
ひ
と
り
が
ご
み
を
減
ら
す
こ
と

に
努
め
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
ご
み
に

つ
い
て
は
責
任
を
持
っ
て
処
理
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ふ
る
さ
と
の
美
し
い

自
然
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

不
法
投
棄
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

毛
∂

　
　
　
－
）

忽
a

‘

’μ



＝
▼

■

　
　
　
話

　
　
　
　
の

　
　
　
症

　
　
　
石

蔵
王
国
保
病
院

　
　
　
院
長
小
関
　
栴

　
胆
石
症
と
は
、
胆
汁
の
流
れ
る
道
筋

に
結
石
が
で
き
る
病
気
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
で
き
る
場
所
と
し
て
は
肝
臓
の

中
、
肝
臓
か
ら
十
二
指
腸
に
胆
汁
が
流

れ
る
総
胆
管
と
い
う
道
筋
の
中
、
そ
の

途
中
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
胆
嚢
の
中

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
で
き
ま
す
。

石
の
種
類
と
し
て
は
穀
類
を
た
く
さ
ん

食
べ
る
人
に
で
き
る
ビ
リ
ル
ビ
ン
系
の

も
の
、
肉
類
を
多
く
食
べ
る
人
に
で
き

る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
系
の
も
の
、
そ
の

中
間
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
症
状
と
し

て
は
痛
み
、
発
熱
、
黄
疸
な
ど
石
の
で

き
る
場
所
に
よ
り
い
ろ
い
ろ
で
す
。
た

だ
し
、
石
が
で
き
て
も
何
の
症
状
も
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
治
療
と
し
て
は

石
の
種
類
に
よ
っ
て
は
溶
か
す
薬
を
飲

蝉

む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
外
科
的
治
療

と
し
て
肝
臓
の
一
部
を
切
り
取
っ
た

り
、
総
胆
管
を
切
り
開
い
て
石
を
取
り

出
し
た
り
と
大
き
な
手
術
も
あ
り
ま
す

が
、
胃
カ
メ
ラ
を
十
二
指
腸
ま
で
入
れ

て
総
胆
管
の
出
口
を
切
開
し
て
石
を
取

り
出
し
た
り
身
体
の
外
か
ら
石
の
あ
る

と
こ
ろ
ま
で
道
筋
を
作
っ
て
石
を
取
り

出
し
た
り
も
し
ま
す
。
最
近
で
は
胆
嚢

だ
け
の
石
は
お
な
か
に
数
個
の
穴
を
あ

け
カ
メ
ラ
で
見
な
が
ら
胆
嚢
ご
と
石
を

取
り
出
し
た
り
も
し
ま
す
。
二
～
三
日

の
入
院
で
済
み
ま
す
。
今
は
超
音
波
検

査
、
お
な
か
の
断
層
写
真
を
撮
る
C
T

検
査
な
ど
身
体
に
負
担
な
く
診
断
が
で

き
ま
す
。
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・我妻　　僚くん（松ケ丘）　　・飯野　梨奈ちゃん（田町）　　　　　．、ノ

・矢内　佑弥くん（祢宜内）　　・草野　光作くん　　（南町）
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冷やしてもあたためてもおいしい
ボリュームのある豆腐料理です。⑲

　材料〈4人分〉

もめんとうふ………r2丁

干しいたけ……中6～7枚

むきえび…………・200g

卵　一・■一・一・一・一・一■■1イ固

塩…・…………・…少々

絹さや………・……10本

出財ll∴，，噺

片栗粉

生しょうが

謹栴

〈
作
り
方
〉

①
と
う
ふ
に
お
も
し
を
の
せ
て
3
0
分
位

水
き
る
。
も
ど
し
た
干
し
い
た
け
を
み

じ
ん
切
り
に
し
、
む
き
え
び
も
同
様
に

切
る
。

②
水
切
り
し
た
と
う
ふ
を
器
に
入
れ
へ

ら
で
く
だ
き
、
溶
き
卵
1
個
、
塩
少
々
、

み
じ
ん
切
り
に
し
た
干
し
い
た
け
、
む

き
え
び
を
入
れ
か
き
ま
ぜ
形
を
整
え
て

レ
ン
ジ
強
で
1
0
分
蒸
す
。

③
絹
さ
や
を
な
な
め
切
り
に
し
た
も
の

を
上
に
か
け
、
だ
し
汁
に
片
栗
粉
を
と

い
て
と
ろ
み
を
つ
け
、
針
し
ょ
う
が
を

天
盛
り
と
す
る
。

、

1・園囹圖回・

’

、
　
　
　
　
．
乏
ダ

⊃0

若者を狙うキャッチセールス

　
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
と
は
、
駅

や
繁
華
街
の
路
上
で
通
行
人
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
と
言
っ
て
近
づ

き
、
喫
茶
店
や
ビ
ル
の
一
室
に
連

れ
て
行
き
、
商
品
を
売
り
つ
け
る

販
売
方
法
で
す
。

　
女
性
で
あ
れ
ば
、
「
肌
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
て
み
ま
せ
ん

か
」
「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
と

抽
選
で
素
敵
な
も
の
が
当
た
り
ま

す
」
等
と
声
を
掛
け
ま
す
。
気
軽

に
応
え
る
と
、
営
業
所
や
喫
茶
店

に
連
れ
て
行
き
ま
す
。
そ
こ
で
簡

単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
や
美
顔
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
、
終
わ
る
と
す
ぐ
に
商

品
の
説
明
を
し
ま
す
。
「
肌
の
チ

ェ
ッ
ク
を
し
た
ら
良
く
な
い
状
態

で
す
。
今
す
ぐ
こ
の
化
粧
品
を
二

年
以
上
続
け
な
い
と
手
遅
れ
に
な

り
ま
す
」
「
今
化
粧
品
を
セ
ッ
ト

で
購
入
す
る
と
、
半
額
で
美
顔
、

痩
身
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま

す
」
ま
た
、
「
当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
ダ
イ
ヤ
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
が

あ
な
た
だ
け
特
別
割
引
し
ま
す
」

と
言
っ
て
契
約
を
迫
り
、
断
り
き

れ
ず
契
約
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

取
り
引
き
さ
れ
る
商
晶
・
サ
ー
ビ

ス
に
は
、
化
粧
品
、
エ
ス
テ
テ
ィ

ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
、
宝
石
類
が
多
く
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
利
用
し
た
高
額
な

契
約
が
ほ
と
ん
ど
で
、
被
害
者
は

二
十
歳
前
後
の
若
者
が
多
い
。

☆
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
無
条
件
解
約
）

　
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
で
商
品
の

契
約
を
し
て
も
、
業
者
が
商
品
の

販
売
目
的
を
隠
し
て
誘
っ
た
場
合

は
、
訪
問
販
売
法
が
適
用
さ
れ
、

契
約
書
を
交
付
さ
れ
た
日
か
ら
八

日
間
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。
「
無
料
」

「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
「
お
試
し
」
「
当

選
し
ま
し
た
」
こ
の
よ
う
な
言
葉

に
誘
わ
れ
て
つ
い
て
行
く
と
結
局

は
高
い
買
い
物
を
し
て
し
ま
い
ま

す
。
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
相
談
室

盈
≡
丁
二
壬
三

調査年月日：平成9年8月1日
幽価格驕鯛月比高値安値安値

4，830

　　846

　　756

　　　75

　　　95

　　498

　　598

　　598

　　　98

　　278

　　108

5，700

　930
　900
　　78

　102
　498
　798
　780
　250
　333
　　160

驕鯛月比

＋337
＋　99

－　　1

　　　　0

－　2
－　29

＋　14

平均価格

5，200

　　880

　　842

　　　76

　　　99

　　498

　　698

　　658

　　159

　　313

　　142

翻Dの一
　　規　　　格
一般家庭用、10㎡
184

184

1ぞ、店頭価格、現金売り

1ぞ、レギュラーガソリン、現金売り

含成洗剤、高額鞠，2kgU，5kgでも可1

液体、ポンプタイプ、700－780曜

VHS、三泉li卵志間皇20分、スタン
ダードタイフ。．3巻荊1、11興毅1ロ∫

エこ袖ワイシャノ】枚2綿
あるいは綿混紡、店頭で1曳し
固形、プロセス、箱入り、200－225g

Mサイズ、10個入り1パック

＠
品　目

プロパンガス

灯油（店頭）

灯油（酷垂）

軽　　油
ガソリン
洗濯用洗剤

シヤンプー

ビデオテープ

クリーニング

チ　ー　ズ

鶏　　卵

安値
　　118

　　498

　　198

4，750

　　185

　　198

　　218

　　698

　　100

　　198

　　350

高値
　　135

　498
　　398

4、976

　　188

　　480

　　573

　　798

　　198

　　198

　　480

1揃年同月比

一　3
　　　　0

一　10

平均価格

　　129

　　498

　　298

4．900

　　186

　　329

　　396

　　764

　　165

　　198

　　415

　　規　　格
普通品（1斤入り）1袋
サラ触餌詞合油劇容馴1，1，500g

璽kg袋又はカノプ入り
〔高言及品は除く1．たし入り司

f膿呪蛋貰測誇ナoo』

14、紙パック入り

ロース、チルド、100g
赤身、切身鵬用1きはた又はめばち100g

輸入品、無頭、長さ8～IOcm、1〔）Og

普通品lk9
普通品lkg
ロース、チルド、100g

品　目
食パン
食用油
み　　そ
うるち米
牛　　乳
輸入牛肉

まぐろ
え　　び
にんじん
ね　　ぎ
国産牛肉



‘

勤労青少年ホーム「ALTA白石」 a・FAX25・3720

第25回ALTA祭のお知らせ 新サークル会員募集中！

動伽伽9野翁匂：7
昭和46年に益岡城文化祭として始

まった勤労青少年ホームを利用する

若者のお祭り、A　L　TA祭も今年で

25回目を迎えることになりました。

25回目の記念の年に相応しい、伝

統を守りながらも新しいアイデアを

取り入れた、利用者だけでなく一般

の方にも楽しんでいただける祭りを

テーマに、利用者一同準備に頑張っ

ております。また、昨年ご好評をい

ただいたチャリティーコーナーの充

実も検討しておひ）ますのでご期待く

ださい。

○日　時　　11月9日㈲

　　　　　　9：30～14：00

0会場白石市勤労青少年
　　　　ホーム
O内　容

●展示の部　　10：00　～14：00

　　　　洋裁、手編、書道、染物

　　　　華道（池坊、小原流）

●お茶席　10：00－13：00

●食　　堂　　11100　～14：00

●喫茶室　　！0；00　－14：00

●バザー　12：30～13：00

その他ゲームコーナー等を企画中

です。

　…纒画脚F》“
命！　　糖、

　　翻

だ

O開館時間　午後1時～午後9時

○休館日日曜、祝日

　　　　12月28日～1月4日
O場　所
　　白石市字延命寺北15－1

　　　丑・Fノ㌧X　25－3720

秋を迎えて何か新しいことに挑戦

してみたいと思っているあなた。A

L　T　Aの新サークルに参加してみま

せんか？

7、尋コマ誼ゐ伽智一《愚

●曜日・時間　　毎週金曜日

　　　　　19：00～21：00
●主宰者からのメッセージ

紙とペンさえあれば、すぐに始め

られます。うまい、下手を競うよう

なものではなく気軽に楽しめる会を

目指しています。

急鵬画＠＠っぽ
●曜日・時間　　毎週土曜日

　　　　　13：00～15：00
●主宰者からのメッセージ

クロサワ、オヅ、スピルバーグ、

コッポラ、ゴダール。あなたは誰の

作品が好きですか。世界中に星の数

ほどある映画、その膨大な中の僅か

な一部二しっぽだけでもつかんでみ

ようと思い、名付けました。

白石市働く婦人の家 盈25・5095 9月の休館日

8・14・15・22・23・28日

参加者募集ノ’ 受講生募集ノ’

　鷹屠⑫璽汐鰐⑫留暫を露砲る

白石地方の民話サークルで民話の　　　●経

里を訪ねます。あなたも参加しませ　　　（バス代

んか。

●日時10月8日困
　　　8：30～16：30

●場　所　山形県南陽市

　　　夕鶴の里・熊野神社

　　　ワイン工場等

　　ミニ展示会のお知らせ

　　費　約4，000円

　　・昼食代・入場料・保険料
等）

●募集人数　15名

（定員になり次第締め切ります。）

●お申し込み先

働く婦人の家に電話又は直接ご来

館のうえお申し込みください。

場 所

（株〉白石ニチレイフーズ

セラビ白石

白石市役所

内　容

油絵
フォトスワン

フォトスワン

水彩画

水彩画

油絵

開　催　期　問

9／21グり～9／16（グ0

9／161幻一10／3㈹

9／2／”一9／16㈹
9／16（火）～10／31金）

9／2（火〕～9／16（グつ

9／16（火）～10／31金）

翻露輸る酷＠幽寄齪愚四

●日時10月30日（木〉

　　　8：00～16二〇〇

●場所福島県伊達郡霊山町

　　　「霊山」
●経　費　約2，000円

●募集人員　30名

●お申し込み先

　9月20日〔湘まで、電話または直接

ご来館のうえお申込みください。申

し込み多数の場合は抽選となります

ので、ご了承ください。

※定期講座「ふるさとの山を観る」

と前回特別講座（5／22開催）受講

生の方は申し込みをご遠慮くださる

ようお願いします。

スパッシュランドしろいし 恐29・2326

各教室募集中 休館日　9月10・24・25・26日

月曜コース

　水泳教室

9／1－11／17

10：30～11　：30

木曜コース

アクアビクス

　教室
9／4～11／13

10：30－11　：30

火曜コース

　水泳教室

9／2－11／ll

10：30－11　：30

金曜コース

　水泳教室

9／5～11／21

10：30～11　：30

第39回市民水泳大会開催

●日時　　9月7日㈹
※当日は、大会終了まで一般の方は

プールをご利用になれませんのでご

了承ください。

なお、2階ギャラリーから大会の

応援ができますので、ぜひお出かけ

ください。

1997姉妹都市国際親善
　水泳大会開催

即吻動邑9ン縄鄙晦⑳
　鍬副馴罫剛あ＠蜜凱。

市内在住で70才以上の方には割引

券があります。各地区の公民館また

は市福祉事務所へお申し込みくださ

いo

●日時　　9月14日（日）

※当日は、大会終了まで一般の方は

プールをご利用になれませんのでご

了承ください。

なお、2階ギャラリーから大会の

応援ができますので、ぜひお出かけ

ください。

イ 片倉家中武家屋敷「1日小関家」 費24・2162

武家屋敷催事「お月見と古文書展」の開催

教育委員会及び、白石市文化体育

振興財団では，下記によりお月見と

古文書展を開催いたします。みなさ

まのご来場をお待ちしております。

●日時
　9月16日1幻～9月21日（日）

●場所
片倉家中武家屋敷「旧小関家」

●内容
・月見の展示

・江戸時代の街道関係古文書の展示

●入場料

武家屋敷観覧料でご覧いただけま

す。

●お問い合わせ先

市教育委員会社会教育課文化財係

盈22－1343

えずこホール 岱0224四52｛3004FAXO224・5ト1130

バリ島タガス・グヌン・ジャティ歌舞団公演

　「地球最後の楽園」「神々の住む

島」としてその名を知られるバリ島。

神秘的でエキゾチックな文化・芸能

は、世界中の多くのアーティストに

多大な影響を与えつづけています。

タガス・グヌン・ジャティ歌舞団

は、その芸術性の高さで、アメリカ、

フランスをはじめ世界的に評価を受

けている歌舞団です。

●日時　9月22日（月l

　　　l8：30開場　19二〇〇開演

●場所えずこホール（大ホール）

●入場料　全席自由

大入3，000円（当日3，500円）

高校生以下　1，500円／当日2，000円〉

　麟
“一撫一

図　　　　　　＿

L旧RARY　NEWS
■新着図書案内30選

1．なんばしよっとか　　　　　　武田イク著

2．主権者はきみだ一憲法のわかる50話～

　　　　　　　　森英樹著
3。第二の性　工事実と神話

　　　　　　ボーヴォワール著
4．第二の性　H体験　　　ボーヴォワール著

5．新感覚のバスルームプラン　　　講談社編

6．私の英国風フラワーガーデニング

　　　　　　　中村寿重美著
7．芸術のパトロンたち　　　　　高階秀爾著

8。ファミ通ブシドーブレード　陰の密書

　　　　　　　ファミ通責任編
9．「一流になる」ために何をすべきか

　　　　　　　　森祇晶著
10．私は生まれる　見知らぬ大地で（上・下）

　　　　　　　エィミ・タン著
11．メイの天使　　メルヴィン・バージェス著

12．ミステリ原稿　　オースティン・ライト著

13．サイコメトリック・キラー

ダイナ・グラシウナス＆ジム・スターりン著

14．死体菜園　　　　　　カーラ・ノートン著

15．夜色　　　　　　　　　　　　山口洋子著

16．贋作天保六花撰～うそばっかり

　えどのはなし～　　　　　　北原亜以子著

17．殿さま浪人　　　　　　　　山手樹一郎著

18．幻の声　　　　　　　　　宇江佐真理著

19．清く正しく、殺人者　　　　　赤川次郎著

20．西欧残酷物語　　　　　　　　山口　椿著

2工．これだけ点字～はじめてのボランテfア

　　　　　　　田中ひろし著
22．インターネットを使いこなそう

　　　　　　　中村正三郎著
23，バズルの王様（1、2）　　みぞろぎ孝著

24．たのしい創作入門　　　　　　三浦正雄著

25．おくのほそ道一コミックストーリー

　わたしたちの古典～　　　　　村野守美画

26．まねしちゃ　だめ1

　　　　ブリジ・ソト・スマソジャ著

27．カレーパンマンとしょくぱんまん

　　　　　　　やなせたかし著
28．バーバパパのふうせんりょこう

　　　　　　チゾン十テイラー著
29．コニーにおまかせ　ぞうきんくんを

　はげまそう　　　　　　　　　講談社編

30．迷路ゲーム・ブック　日本地図

　　　　　　　　間宮研二著

　◆図書館利用案内◆
開館時問　火～土曜日　9時～17時

　　日曜日　　　10時～16時
休館目　　月曜日、毎月末日、国民の祝日

1011～10110（曝書期間）、年末年始
その他

9月の休館日

1日、8日、15日、22日、
23日、29日、30日（月末整理日）



こ注意下さ瞳のこによる食中毒

　きのこのシーズンになりました

が、毎年、きのこによる食中毒が発

生し、重症患者もでています。

　きのこを採ったり、食べたりする

ときは、次の三つの原則を守り、く

れぐれも事故のないように注意しま

しょう。

　知らないきのこは採らない

知らないきのこは食べない

　知らないきのこは人にあげない

囎⑳冒癒禽智囎齢
●日　時　9月30日（殉～10月1日（オり

●会場県大河原合同庁舎

　　　　　1階ロビー

●内　容　食べられるきのこ・食べ

られないきのこの展示ほか

●お問い合わせ先

　仙南保健所食品薬事課食品衛生係

　盈0224－53－3120

公売に参加したいときは

　みなさんは、「公売」という制度

をご存じですか。

　滞納になった税金を徴収するため

に納税者所有の財産を差し押さえ、

これを金銭に換えて滞納国税に充て

るため、入札の方法により売却する

ことを「公売」といい、原則として

だれでも参加できます。

　公売される物件は不動産が大部分

ですが、ゴルフ会員権、電話加入権

など多種にわたっており、入札の基

準となる価格も通常は時価の1－3

割程度安くなっておりお買い得です。

　公売の手続き等については、最寄

りの税務署または税務相談室にお尋

ねください。

車の点検整備を励行しましょう

　人間の健康診断と同じように、車

にも健康診断が必要です。車の状態

を把握し、安心して乗り続けるため

に日常点検、定期点検整備を行いま

しょう。

運輸省では、安全で快適なクルマ

　　ーキンソン病患者と

　　　その家族の皆さんへ

蜷禦豊朧禽溺醤＠翻劒窃響
●日時　9月20日吐）

　　　　午後2時～4時

●場所キューブ
　　　　（白石市文化体育活動セン

　　　　ター）

　　　　第1、第2会議室
●講　師　東北大学医学部附属病院

　　　　神経内科　武田　篤先生

●参加費　200円（会員は無料）

●お問い合わせ先

　　　　白石市郡山字荒屋敷65－5

　　　　大沼勝人　a24－2842

社会の実現のため、9月1日から10

月31日までの問「自動車点検整備推

進運動」を全国的に実施しています。

※詳しくは、宮城陸運支局整備課

（豊022－235－2516）まで。

　　月10日は全国下水道

　　　促進デーです

　新しい　息吹きを水に　下水道

今回は第37回で、全国規模で行事が

開催されます。

●下水道相談コーナーの設置

　融資あっせん、水洗化工事等下水

道に関する相談コーナーを設置しま

す。この機会に是非ご相談ください。

●場　所　市役所1階ロビー

●日　時　9月9日り℃～9月10日（フ拘

　　　　9：00～17：00

●お問い合わせ先

　市下水道課　a22－1327

　　　日本男子パレーポールチーム

　　　舶試合白石大会のお知らせ

●日　時　9月17日（オO

　試合開始午後6時30分

●会場
　白石市文化体育活動センター「キューブ」

●入場料

　一般2，000円　高校生以下LOOO円

●主催
　宮城県バレーボール協会

●主管
　白石市バレーボール協会

●後　援　白石市・白石市教育委員

　会・白石市体育協会

　（財白石市文化体育振興財団

●入場券販売所

・キューブ費22－1290

　白石市バレーボール協会事務局

　藤よし　a26．2423

　　石城市民茶会の
　　　　お知らせ

●日時　9月6日（」り

　第1部11；00～16：00
　第2部　16：00－20：00

●場所第1部白石城本丸内
　　　　第2部　白石城天守閣

●主　催　白石城市民茶会実行委員会

　　　　（白石茶道会・碧水園）

●内容
　第1部　4席（表千家、裏千家、

　煎茶（方円流）、江戸千家）

　第2部　1席（裏千家）

●茶　券　第1部　1席　　500円

　　　　第2部　1席2，000円
●お問い合わせ先

　碧水園　盈25－7949

つくしひろば開催中

　子育て中の親、これから親になる

皆さんが気軽にコミュニケーション

ができる場所です。月に2回程度開

催しています。

●場　所　白石市中央公民館講座室

●時間午前10時～正午
●お申し込み・お問い合わせ先

　市教育委員会社会教育課

　費22－1343

　輝いています。今のあなた
★ δ

、｛ンニ

白石市外二胆組合（公立刈田綜合病院・宮城県不忘園）

　　　　職貝を募集します。
「初めての英会話レッスン」

　受講生募集ノ’

O職種（勤務場所）、採用予定人員

　看護婦（公立刈田綜合病院）若干名

　理学療法士（　　〃　　）若干名

　業務員（宮城県不忘園　　）若干名

O応募資格
【看護婦、理学療法士】

　昭和38年4月2日から昭和53年4

月1日までに生まれた者で、受験し

ようとする職種の免許を有する者ま

たは平成10年4月30日までに免許を

取得する見込みの者

【業務員】

　昭和47年4月2日から昭和55年4

月1日までに生まれた者で、高校卒

業以上の者または卒業見込みの者

○試験日時

●第1次試験

　試験日　　平成9年10月19日（日1

　　　　　午前10時一12時

　試験種目　作文試験

●第2次試験

　試験日　　11月中旬

　試験種目　人物試験・身体検査

　　　　　身上調査
○採用予定日

　平成10年4月1日以降

　（看護婦、理学療法士は採用日ま

でに免許の取得が必要）

O受験手続
　公立刈田綜合病院に用意された受

験申込用紙を使用し、必要事項を記

入のうえ公立刈田綜合病院庶務課人

事係へ提出してください。

O申込受付期間

　平成9年9月30日（火）まで

※受験手続、その他受験に関する問

い合わせは、公立刈田綜合病院庶務

課人事係智25－2145（内線323）へ。

「赤十字救急法一般講習会」の募集

●期　間　10月～12月までの計10回

●日時10月7日・14日・21日・

　　　　28日、11月4日・11日・

　　　　18日・25日、12月2日・
　　　　9日（火）時間：10：00～11：30

●場　所　働く婦人の家

●受講料　月1，000円

●講　師　国際交流員

　　　　リンリ・オードリッジ先生

●定　員　20名（定員になり次第締

　　　　め切ります。）

●お問い合わせ・申し込み先

　直接働く婦人の家まで

　（電話25－5095でも可）

あなたも英会話講座に

　　参加してみませんか？

　初めての方を対象に開設いたします。

●期　間　10月から講座回数計10回

　　　　月曜日時間：19：00～20130

●日　時10月18日出・19日旧1

　　　　10月25日団
　　　　〔26日（日）は希望者のみ〕

　　　　午前9時～午後5時
●場　所　白石市健康センター

●対象15歳以上で全日程に参加

　　　　できる人

●定員20人（先着順）
●参加料　1，500円（教材費）

●募集期間

　　　　9月18日（木）一10月9日（洞

●お申し込み先

日本赤十字社宮城県支部事業推進課

親子ふれあいキャンプ
　　参加者募集’

盈022－271－2251

　（平日午前8時30分～

　　　　　　　午後5時10分）

登録ホームヘルパーを

　　募します’

●応募資格　白石市内に居住する、

3級ホームヘルパー養成研修終了者

※詳しくは、市社会福祉協議会

（智22－1401）までお問い合わせくだ

さい。

●場所
●受講料

●講師

●対象
●お問い合わせ・

　9月8日～12日まで中央公民館へ

　盈26－2453、　24－5377

（お申し込みは午前8時30分～午後

5時の間にお願いします。ただし

土・日曜日は除きます。）

　※定員になり次第締め切ります。

中央公民館

月1，000円

国際交流員

リンリ・オードリッジ先生

中学生以上20名

　　申し込み先

自衛官募集ノ

●日　時　9月27日仕）～28日旧／

●場　所　国立南蔵王青少年野営場

●対象小学生以上の児童・生徒と親

●定　員　20家族

●参加費　1人1，800円（食材料等）

●お問い合わせ・お申し込み先

　9月20日まで直接国立南蔵王青少

　年野営場へ電話（24－8126）で

～親子もみじがり登山～
参加者募集’

●日　時10月4日出～5日（日）

●場　所　国立南蔵王青少年野営場

●対象小学4年以上の児童生徒と親

●定　員　20家族

●参加費　1人1，800円（食材料等）

●お問い合わせ・お申し込み先

　9月27日まで直接国立南蔵王青少

　年野営場へ電話（24－8126）で

●種目

付
格

受
資

●
●

与給●

防衛医科大学校、

防衛大学校、看護学生

9月16日一10月14日

防医大・防大

　　一21歳未満の男女

看学…22歳未満の女子

防医大・防大（学生手当）

105，600円、看学160，600円

ボーナス年3回（5．2月分）

※詳しくは、自衛隊大河原募集事務

所（ao224－53－2185）へ



9月7日
　内科　引地泌尿器内科列二・〃姪26－2823

　外科刈田病院奮25－2145
　歯科高沢歯科医院盈25－5220

9月14日

　内科　塚本内科医院費26－1026

　外科　刈　田　病　院盈25－2145

　歯科高橋歯科医院盈26－3543

9月15日

　内科　柿　崎　医　院盈25－2210

　外科　堤　　病　　院盈25－1181

　歯科富岡歯科医院a24，4362
9月21日

　内科　大　沼　医　院盈25－2502

　外科　刈　田　医　院暦25－2145

　歯科　村上歯科医院盈26－2678

9月23日

　内科　亘　理　医　院盈25－8501

　外科　橋　本　医　院盈25－1616

　歯科　三沢歯科クリニックa25－6483

9月28日

　内科　三浦クリニック佃25－6854

　外科　銭　谷　医　院費25－2010

　歯科　真壁歯科医院費32－3122

※都合により変更になる場合があり

　ます。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

市内の交通事故τ／亭諜熱

事故発生件数

死亡者数
負傷者数
物損件数

42件（444件）
0人（　2人）

15人（100人）
28イ牛（356イ牛）

層人ロ41，701人（前月比）十22人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

冊2・・5・・　帰21，2・1

■世帯数

　　　　※住民基本台帳から
舎12，690
　　　　　7月31日現在

　　れにもやさしいまちづくりをめざして
　　　住宅改造等相談会のお知らせ

　高齢者や障害者のための住宅の増

改築、介護機器等よりよい住宅環境

づくり等の相談会を開催いたしま

す。どなたでもお気軽にご相談くだ

さい。

●日　時

　9月25日（木）午前10時～午後3時

●場所
　白石市中央公民館

○お受けする相談○

●参加費

　無料ですが、相談は予約制です。

●予約申し込み締切

　9月18日（木）

●お問い合わせ・お申し込み先

　市福祉事務所社会福祉係

　盈22－1400

　市社会福祉協議会

　盈22－1401

種類

住宅

律法

税金

年金

一般

内 容

住宅増改築、介護機器等の相談

相続、扶養、財産、契約等の相談

所得税、相続税等の相談

国民年金、厚生年金、健康保険等の相談

日常生活の心配ごとや悩み事、住宅介護

福祉サービスや老人福祉施設等の相談

員談相

建築士
弁護士
税　理　士

社会保険労務士

宮城県高齢者総合

相談センター相談員

9月9日はr救急の副です

ケ減戴。翻訪一覇死親曜溜鱈よ＠㊨暴駅辮聴謝智

★救急車の呼び方

・①火事と救急の区別

　119を回し、落ち着いてはっき
1）『救急です。』

②住所と氏名

　『白石市○丁目○番○号の○○○

○です。』

③目標

　『白石市役所の南側です。』とい

うように、大きな建物や公共の建物

を目標にするとわかりゃすい。

ゆ内容を具体的に

　どうしてケガをしたのか、またど

　んな状態で発病したのかを話す。

・今、どんな状態なのか、見たまま

　を簡単に話す。

★応急手当法を身につけましょう

　白石消防署では一般住民等を対象

として、随時、救急講習会を実施し

ております。この機会に人工呼吸法、

心臓マッサージ法などを身につけ、

あらゆる人々の救命に役立てていた

だきたいと願っております。

　詳細については、白石消防署にお

問い合わせください。

　歪聖25－2259

平成9年就業構趨本調査につし、て

　平成9年10月1日、就業構造基本

調査が行われます。

　この調査は、我が国の就業・不就

業の実態を把握するために行うもの

で、全国で約43万世帯の15歳以上の

方が調査の対象となります。

　選ばれた世帯には、調査員が訪問

して調査票をお配りいたします。皆

さんのご協力をお願いいたします。

　なお、ご不明な点は市総務部振興

課統計係盈22－1324へご連絡願いま

す。

自石在住外国人との国際交流の集い

　白石ユネスコ協会の平成9年度事

業の一環として、白石市内に在住し

ている外国人と、お互いの教育、文

化、生活習慣等について語り合い、

国際交流を通じて世界平和の輪を広

げようとするものです。

●日　時　平成9年9月27日〔土）

　　　　午後！時30分

●場所白石市古典芸能伝承の館

　　　　〔碧水園〕

●主催白石ユネスコ協会

●参加費無料

●お問い合わせ先

　　　　中央公民館　盈26－2453

〔ユネスコ協会とは？〕

　ユネスコ（国際連合教育科学文化

機関）は、第2次世界大戦が「無知

と偏見を通じて人問と人種の不平等

という教義をひろめることによっ

て」もたらされたとの反省に立ち、

相互理解を進め、教育・科学・文

化・コミュニケーションの分野で、

国際平和と人類共通の福祉を促進す

るために、1945年に創設されたもの

で、このユネスコの趣旨に賛同して

活動している民間のボランティア団

体をユネスコ協会といいます。

　白石ユネスコ協会は、昭和47年1

月に発足し、国際交流の事業や、世

界遺産リストに登録された遺産を保

護するための「世界遺産基金」等に

対し、募金を通して国際協力活動等

も行っています。

　ユネスコ協会にはだれでも入会で

きます。詳しくは中央公民館にお問

い合わせください。

自石郵便局からのお知らせ

鰯璽彰一置顯蒲センター＠翻劒6暫

郵便サービス等に関するお客さま

からのお問い合わせにお応えするた

めに「郵便サービス案内センター」

が設置されました。日頃利用してい

る郵便に関するご意見・ご要望、郵

便物の行方が分からないとか、各種

郵便サービスに関するご質問など、

フリーダイヤルで受け付けています

ので、お気軽にご利用ください。

O案内時闇

　　　平日8：00～20：00
　　　土・日・祝　9：00～17：00
　　　　　　　　　シロみ　に　は　ハ　ロ　　
O電話番号　0120－232886
●24時間、情報をお知らせする「郵

便テレホン＆ファクシミリサービ
ス」Ol20＿鮪邑§ぎ6

※インターネット

http：〃www、postaLmpt．goJP／

http：〃www．mptgojp／

「法の日』週間行事のお知らせ

　10月1日は、第38回目の「法の日」

です。「法の日」は、法の役割とそ

の重要性を国民の皆さんに理解して

いただくことを目的として制定され

たものです。今年度も「法の日」週

間行事を行いますので、お気軽にお

いでください。

1　無料法律相談

●日　時10月3日（金

　午前10時～午後3時

●場所大河原町中央公民館
●相談担当者　弁護士、法務局職員

2　裁判所見学・史料展示室見学

●日　時10月！日（オり～10月3日樹

　　　　午前10時～午後4時

●場所仙台高等・地方裁判所

●お問い合わせ先

　仙台高等裁判所事務局総務課

　盈022－222－6111（内線2012）

八ローワーク白石から

　9月は「障害者雇用促進月間」です。

鬼う一汎あ慰庭＠鵬鷹燈劃
　労働省では9月を「障害者雇用促

進月間」と定め、障害者の雇用の促

進と職業の安定を図るため、啓蒙・

啓発活動を実施しております。

　これからも、一人でも多くの障害

者の方が就職の機会を得られ、働く

喜びと生きがいのある生活が送られ

るよう、地域の皆さんの暖かいご支

援とご協力をお願いいたします。

　　　　5回白石市
　　　　　社会福祉大会の開催

●日　時　9月13日出13：00

●場所中央公民館大ホール

●内容
　第1部式典
　第2部　記念行事

　桃生町・桃次郎劇団（ボランティ

　アグループ）による福祉劇があり

　ます。

　みなさまのご来場をお待ちして

　おります。

●お問い合わせ先

　市社会福祉協議会

　盈22－1401

マッサージ無料奉仕

　宮城県針・灸・あんま・マッサー

ジ師会白石支部では、次のとおりマ

ッサージの無料奉仕を行います。ま

た、若柳流宝梅会による舞踊の発表

会もあります。お気軽にどうぞ。

●日　時9月14日旧）

　　　　13：00－15：00

●場　所　白石市老人福祉センター

　　　　行雲荘

　白石市福岡蔵本字薬師堂23

　盈25－3660

●対象者

　市内在住70歳以上の方

●お問い合わせ先

　市社会福祉協議会

盈22－1401
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■ 星幸那ちゃん
　（第一小・3年）
　　　　　　ψ

今年7月から市役所の秘書広報課に国際交流員として勤務しているのは、オ

ーストラリアのウーロンゴン市から来日したリンリ・オードリッジさんです。

日本との関わりについては、「ウーロンゴン大学で日本語を勉強していました。

ウーロンゴン市と神奈川県川崎市が姉妹都市であったことから、日本にホーム

スティしたことがあります。もっと日本語を勉強したかったので広島大学に1
年間おりました。」

白石の印象は「温泉があって、緑がきれいな街です。白石城や武家屋敷そし

てキューブに代表されるように歴史と文化の街ですね。先日、キューブで東京

フィルのコンサートを見ることができて感激しました。白石の人はとても親切です

し、住みやすいところです。ただ、広島と比べる

と方言が多くちょっと苦労しています。（笑）」

食べ物は納豆以外なら何でもOK、日本酒
が好き、カラオケも大好き、日本史に大変興味

があるという日本人顔負けのリンリさんです。

　10月からは中央公民館と働く婦人の家で、

一般市民の方を対象に英会話を教えることに

なっています。「英語を話すことを恥ずかし

いと思わないで、英語は楽しいものだという

ことを教えたいです。そして、オーストラリ

アのことも少しは紹介したいです。」

将来の夢は、「日本で習ったことを生かし

た仕事につきたいです。また、オーストラリ

アと文化の違った中国や韓国に行って勉強で
きたらいいですね。」
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　　　　　　　　　　　　毒稔之さん・雅美さんご夫婦の長女
ママからひ蓬こと

幼稚園でいっぱいお友達づくってネ

瀦暮垢ξて、，む、　も
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人権擁護
行 政

生 舌、マ

社会保険

消費生活

補聴器巡回

サービス

無料法律
身体障害者

年少青

曲
辰 家

税 務
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10：00～15：00

国
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10：00－12：00

9：30～15：00

10：00～15：00

13：00～14：00

10＝30～11：30

10：00～15：00

10：00～15：00

9：00～17：00

10：00～12：00

10：00～12：00

第2会議室　　＠2

第2会議室　　　⑫2

第2会議室　　　＠2

福祉事務所相談室　⑫1

第3会議室　　　＠3

女性政策室　　　④2

福祉事務所　　　＠1．

第4会議室　　　＠4

第3会議室　　　（禰3

青少年相談センター　＠4

農林振興センター

■

～

纏

▲

蕎、

第2会議室　　　＠2
噂　　4

む
兜

集

」◎．


